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級

調
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ョ
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，ン
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地
代
論
の
，背
景 

，

ニ
地
代
發
生
の
理
論
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基
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三
地
代
騰
貴
を
め
ぐ
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諸
階
紙
.の
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益
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桃

地

の

收

場

化

J
.

と

い

ぅ

合

言

槊

の

下

に

一

六

世

紀

ょ

り

推

進

さ

れ

た

ィ

ギ

リ

ス

の

圍

込

み

運

動

は
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八

世

紀

に

至

り「

共
同
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有

也

法

案」
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に

集

中

的

表

现

を

取

る

如

く

共

有

地

、

農

民

保

有

她

の

：私
有
化
を
强
行

..:

し
？
生

產

手

段

を

奪

わ

れ

た

農

民

層

の

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

化
.を

側

面

に

展

開

し

つ

つ

大
'土

地
所
有
.を

形

成

し

た

。
'
こ
■
の

「

生

産

#

と
生 

.產

乎

段

と

の

分

離」

は
、

一
.方

で

生

產

手

段

及

び

生

活

資

料

を

資

本

に

轉

化

し

、
他

方

で

は

民

衆

を

賃

勞

働

者

に

轉

化

ず

る

。

他

方

、

「

都

市

手

H

業

と

農

村

家

內

工

業

と

の

廣

沉

な

基

礎

の

上

に

立

つ」

マ
ー
ー
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
は
、
す

で

に

分

業

を

導

入

し

た

.資 

本

束

義

的

决

產

形

態

と

し

て

成

立

し

て

い

た

が

、

そ

の

乎

工

業

技

術

に

お

い

て

自

ら

の

限

界

を

有

し

て

い

た

。

さ

ら

に

、
圍
込
：み
運
動
に

よ

っ

て

っ

く

り

だ

さ

れ

た

非

農

業

人

口

の

激

增

に

よ

る

需

要

の

增

大
—

資

本

主

義

の

た

め

の

國

內

市

場

の

窗

造
—

は
產
業
革
命
を
*
 

.
備

し

た

。

ヮ
ッ

ト
の

發

明

し

た

複
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式

蒸

氣

機

關
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ー
七
八
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ア
ー
ク
ラ
ィ
ト
の
ノ
>
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シ
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ガ
.ムH

場

に

採

用

さ

れ

、
紐

績

工

場

が
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が

ら

解

放

さ

れ

た

時」

ス
立
地
條
件
の
自
由
な
選
擇
い
、

產

業

革

命

の

確

立

=
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生

産

力

、
：
生

產

關

係

の

總

體

の

推

轉」

'

マ
一
一
ュ
フ
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ク
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ァ

か
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工

場

制

工

業
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躍

、
す

な

わ

ち

資

本

主

義

經

濟

確

立

の

朝

が

訪

れ

る
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命
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、
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一
ナ
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机
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礎
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資

本

家

的
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內

勞

働

=

小
#
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關
係
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破

壞

し

、
小

商

品

生

產

鞒

を

分

解

さ

せ

て

、
.す

で

に

農

業

革

命

に

開

始

さ

れ 

'
た

階

級

分

化

を

徹

底

的

に

推

進
'し
、
社

會
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對

立

す

る

ニ

階

級
I

生

產

手

段
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有

す
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資
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家

と
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品

と

し
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巳
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働

力
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の

時

期

J
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に
お
い
て
、
農

業
.に

從

來

支

配

的

な

存

莅

で

あ

っ

亡

、
自
由
な 

土

地

所

有

に

基

ず

く

小

經

營

、
獨

立

自

營

農

民

は

大

半

そ

の

姿

を

消

し

、
代
っ
て
.か
づ
，て
.の
直

營
地

の
借
地

農
業

#

、
.
獨
立
自
營
農
民
の 

__
.
_邻

が

他

の

貨

幣

圻

有
#

C

農
業
に
投
資
せ
ん
と
す
る
企
業
家)

と

共

に

近

代

的

契

約

關

係

の

下

に

土

地

を

借

り

ぅ

け

、
賃

銀

勞

働

教

を

雇

傭
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資

本
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資

本

家

的

小

作
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業
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.と

し
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現

わ

れ

る
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こ
こ
に
農

業
.に
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い

て

も

資

本

制

生

産

が

確
. 

，

立

し

、
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封

建

的

土
地

所
有

は
資
本

の
.下

に

從

屬

せ

ら

れ

て

；近

代

的

土

地

所

有

に

轉

化

し

、
•
農

業

生

產

部

門

に

お

け

る

賃

銀

、
：利

潤

、

地
代 

.

.

c

平
均
利
潤
.以
上
の
超
過
分)

の
諸
範
疇
が
成
立
す
る
の
で
.あ

る

。
農

業

に

お

け

る

，資
本
制
生J

S

様

式

の

發

展

は

農

業

生

產

力

を

著

し

く

^

上
さ
せ
た
：
^
 (

た
.と
え
ば
'ジ
ョ
I

ン

ズ

に

卜

、
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土

丨

ヵ

ー

當

リ

一

ニ
.ブ

ッ

シ

土

.

ル

か

ら

ニ

1
T

フ
.
ッ
シ
工
ル
へ)

、

そ

の

向

上

は

資

本

家

的

小

作

農

業
#

が

農

業

勞

働

者

か

ら

收

奪

す

る

相

對

的

剩

餘

價
fi
t
-
の
增
進
と

し
て
、

琪

象

的

に

は

農

業

利

潤

、

地
代

の
增
加
と
し
て
現
わ
れ

.
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資
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利
潤
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地
代
率
增
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i
.の
關
係
、
人
ロ
の
%
加
速
度
と
勞
働
生
産
性
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靖
大
と
.の
對
比
な
ど
は
、
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れ
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古
典
派
經
濟
學
、
と
く
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代
論
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.
p，
1
9
9
/

鈴
木
鴻
.

1

卜̂
遊
部《

藏

共

譯
-1
リ

チ

ヤ

ジ

ョ

.
丨
ン
X'

地
代
論」

' 
一
九
〇
頁
。 

■

(

驻
3)

マ
.マ 

>
ク
ス
：は
:「

リ
岁
ア
ド
の
學
說
が
1
般
.に
眞
實
で
あ
る
た
'め
に
必
耍
な
條
件
と
し
.て
、
1
_
:資
本
の
自
由
な
移
動
、
2.
:
資
本
家
間
の
競
爭 

.
、
と
平
均
利
潤
串
の
形
成
、
3.
.
: 

'
小
作
農
が
摩
業
資
本
家
に
外
な
ら
な
.く
な
る
こ
と
、
.4.
資
本
制
太
農
經
脅
の
確
立
、
5.
.地
主
が
員
幣
收
入
以
外
の 

.，も
の
.
'.
をSI.

的
と
し
な
.い
こ
，と
.

」

.を

.あ
げ
.
.て
い
る
：

(
一

贫
學
».
貧
因
.

」

.マ

.ル
ク
ン
ス
*
エ
ン
ゲ
ル
.
-X
'
選
'集
：第

I.

卷
.下
四
.
1
I
I
0
K

)

。
し
か
し
リ
カ
ア
ド
が
資
本
. 

.
制
生
庳
を
與
件
と
し
て
、
_自
然
.的
な
永
久
木
變
(?
>
'生
庳
樣
式
と
'し
て
認
識
し
て
い
气
こ
と
は
衆
知
の
如
く
で
あ
る
0
,こ
れ
に
對」

し
て
、
ジ
ヨ
ー
ン
ズ
は 

そ
の
著
書
.

「

地
代
論」

.

.に
お
い
へ
て
、
本
文
中
の
古
典
學
派
に
お
け
る
地
代
論
の
理
論
的
前
提
と
し
そ
明
ら
か
に
.し
た
諸
點
を
明
確
に
前
提
と
し
て
條
件 

づ
け
.て

い

る

:3
ヤ

cit.' 

P
P
.
.
1

00
5
I
100
7)
。
.
.こ
の
生
庳
樣
式
の
歷
史
性
を
認
識
し
友
點
は
、

そ
の
歸
納
的
方
法
と
共
.に
'有
ガ
な
'ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
リ 

カ
1ア
ド
观
判
點
で
.
-あ
る
と
同
時
に
古
典
學
派
垒
體
に
對
す
る
新
し
い
，視
角
の
提
供
.で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
^

ら
な
い
0
,こ
こ
に
'ジ
エ
ボ
ン
ズ
を
し
て
'
ィ 

>

9
 ス
に
お
け
る
歷
史
學
派
0
先
.驅
者
と
呼
，ぱ
し
め 

<
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n
g
I

p-m
,
t
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H
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t
o
r
y

 

o
f
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o
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n
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&
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マ
ル 

ク
ス
に「

サ
ー
•
ジ
エ
ィ
ム
ス
•
ス
テ
ユ
ア
I
ト
以
來
の
凡
て
の
ィ
ギ
リ
ス
の
經
濟
學
者
.が
生
庫
方
法
の
歴
史
的
差
別
忙
對
す
る
理
解
を
缺
い
て
い
た 

の
に
反
じ
、
ジ
.ョ
ー
シ
ズ
は
著
る
し
く
そ
.の
特
徵
を
表
わ
し
て
い
る」

(

マ.
ル
ク
ス「

剰
餘
價
値
學
說
史」

第
三
卷
マ
ル
ク
ス
•
•

 

H

ン
ゲ
ル
ス
全
集
第 

十

r.

卷
四
四
五
頁)

と
評
さ
れ
.る
：所
以
が
あ
る
0
...
.
V
.
.
-
.
.
.
.
.
.
. 

.■> 

.

:•

ヒ
ル
■
プ
ア
ー
デ
々.

ン
グ
，は

「

マ
.
ル
ク
ス
以
前
の
全
て
の
經
濟
學
者
の
中
.ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
最
も
明
ら
か
に
資
本
ま
義
の
歷
-史
的
性
格
を
認
め
か
ク
述
ぺ

て
い
る」

(
R
d
d
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l
f
'
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
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e
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o
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s
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g
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N
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點
を
指
摘
し
た
上
で
、
更
に
彼
を

「

唯
物
史
觀
の
重
要
な
る
先
駆
者
の
一
人

」

へ？
6>
, 

P，

こ
れ
ら
.の
上
に
立
.つ
.て
地
代
論
が
古
典
學
派
の
：體
系
內
に
ぉ
：い
.で
形
成
、

.^

ぎ
め
ぐ
る
迆
代
論
爭
で
ぁ
る
卞
す
な
わ
ち
桃
擞
遞
滅
法
則
を
最
初
ヒ
明
ら
か
に
し
た
と
言
わ
’れるゥエス十の

「
土地に對す

へ
'

.

:

'

Y
 ..

(
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ご
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註 
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)

る
资
本
投
下
に
傭
す
.る
：解
文」

、
:
t 

.
ル
.'サ
ス
の「

地
代
：の
性
質
と
增
.大
及
び
そ
れ
が
亥
配
せ
ら
る
る
諸
原
.理
に
關
す
る
研
究」
、
リ
力
ア
ド

の

r

低
■
い

齄

i

價
格
の
刺
潤
に
及
.ぼ
す
影

響

」

‘

.
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農

業
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>
.姆
業
箪
命.に
，ょ
る
人
ロ
增
大_に
甚
ず
く.穀
物
需
耍.の.急
靖
、,'
:

$

及
びST

作
：の
.連

續

チ

.ギ
リ
ス
'め
：穀
物
價
格
姑
平
均
四
六
シ
リ
ン
グ
x 

n

ー
 

〇
〇
シ
$
ン
ダ
を
越
す
ま
で
に
暴
膨
し
た
。
穀
物
高
價
格
の
結
果

缴
か» >
が
3>

:
^
,地
代
が
騰
貴
す.る'0

..
し
か

^ ̂

P
:
穀
物
輸
入
の
；見
通
し
が
：つ
く
ゃ
、
地

主
階
紙
は
穀
價
下
落
、
へ
劣
等
地
搬

.索
に
ょ
る
地
代'の
：減
グ
を
怖
れ
そ
穀
物
輸

.入
：に
對.す

_る_
撒
資
引
上
げ
へ

)

從
來
、2U
-

十
四
：志
或
い
は
六
六
志
に
ぁ
つ

•

た
.輸
入
許
可
■
を
■八
十
志
人
此
乾
植
民
_

の
み
ざ
ハ
.七
志)

^
な
：し
：た
0

:

「

艰

し
た
た
め
に
^

こ
れ
を
め
ぐ
つ
て
論
讲
が
展
開
さ
れ
た
み
で
ぁ
づ
た
-。
北

野
氣

吉

「

英
國
洎
由
質
备
運
動
把」

七
五—

1
0-
三
頁
。
'

'

.

'

(

註 
2)

 

S
i
r

 E
d
w
a
r
d

 

"
W
e
s
t
,

ふ E
s
s
a
y

 

o
n

 

t
h
e

 

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n

 

O
HJ
c
a
p
i
t
a
r

cf
-
o La

n
d
,
々

頁
で
ぁ
'る
。；p. 12,.. p.、1

4
:

 

- 

(

独Co) 

T
h
o
m
a
s

 R
o
b
e
r
t

 M
a
l
t
h
u
s
,

 h
A
n

 

I
n
q
u
i
r
y

 into t
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 a
n
d

 

p
r
o
g
r
e
s
s

 o
f

 K
e
n
t
,

 

a
n
d

 t
h
e

 

principled b
y

 

w
h
i
c
h

 

irf
-
-
i
s 

I
r
e
g
l
l
l
a
t
e
d̂
a

oo'ls,1
.
e
d
.)，

卞 ob̂
e
r
v
a
t
i
o
i
s

 o
n

 t
h
e

.wifects o
f

 

"the 

C
o
r
n

 L
a
w
s
,

 

a
n
d

 o
f

 
一 
穿

のo
r

 Fall

5 T
h
e

 

Gr§
ni3s 

o
f

 a
n

 

O
p
i
n
i
o
n

 

o
n

 t
h
e

 Policy o
f
w
e
s
t
r
i
c
t
i
n
g

 t
h
e

 

I
m
p
o
r
t
a
t
i
o
n

 of 

F
o
r
e
i
g
n

 

Corn, 

int
e
n
d
e
d

 

as a
n

 A
p
p
e
n
d
i
x

 to:**observations o
n

 t
h
e 

C
o
r
n

 L
a
w
%
,
2

 (1

00X
5
,
1
.
e
d
v

 
三
册
共
楠
井
隆
三•

東
薪
生
譯「

穀
物
條
例
論
及
び
地

>

代
論」

所
收
。

.

_ 

,

(

性 
4) 

D
a
v
i
d

 R
i
c
ar
do
,

 

f* A
n

 E
s
s
a
y

 o
n

 t
h
e

 l
n
A
§
n
§

 o
f

 a

r*
o
w Pr

i
c
e

 

0H»C
o
r
a

 

o
p
 t

h
e

 Frofits-of 

s
c+
o
c
k
、

s
h
e
w
i
n
g

地
代
論
に
關
す
る1

研
究
. 

，
 

四

五

C

四

五

：

>



■；p i
I4
I
j i

I

I
1

i

§
S
E
S
S
W

麵
fell
_
imi

ほ识
m

^
C
K
t
c
i
T
i
i
f
th
a
G
^
i
i
s
^
.
r
n»
f
?
.
^
^
K
t
A
,
£
i
.
.
*
r
f
* 
[*%̂
x..

時

&

l

ゾ
r

f

 

v

H
w
學
含
雜
誌
'第
四
十
七
卷
第

I

號
，
 

.
 

四

六

(

四
，六)

什
h
G>J

tJe
M
p
e
d
i
e
n
c
y

 

o
f

 

R
e
s
t
r
i
c
t
i
o
n
s

 

o
r

 .
I
m
p
o
r
t
a
t
i
o
n
s
!

 

w
i
t
h

 

R
e
m
a
r
k
s

 

o
n

 

'
M
r
.

 

j
MeJ
l
t
h
d
s
w

t
w
o

 

l
a
s

c+B
a
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s

 

2 A
n

 I
n
q
u
i
r
y

 

i
n
t
o

 

t
h
e
J
S
F
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

p
r
o
g
r
e
s
s
o
f
w
e
z
r
t
^
a
n
d

 

ご T
h
e

 

G
r
o
u
n
d
s

 

O
HJa

n

 

O
p
i
n
i
o
n

 

o
n

 

t
h
e

 

P
o
l
i
c
v

 

o
f

&
o 

0
0
3
-
5 

o
y 

S
H
,

.

吉
田
秀
夫
靜

「

農
業
保
讓
政
策
批
判
屮
所
收
。

 

' 

.

.

(

驻 
6) 

D
a
v
i
d

 Ricardo, 

s
p

p.n
c
i
p
l
e
s
o
f

 Political E
c
o
n
o
m
y

 a
n
,
d
H
a
x
a
t
i
o
n
、
V
L
O
n
d
o
n
,

 (1817).

(

胜 
6) 

s Th
e

 W
o
r
k
s

 a
n
d

 c
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e

 of D
a
v
i
d

 

R
i
c
a
r
d
o

 

edited by' P
i
ero Sraffa w

i
t
h

 

t
ha>oolla'boHation of 

M
,

 H
,

 D
o
b
b
,

 

v
o
l
u
m
e

« r

o;
Q
r f
-

h< p
P
I3
.ロ oiples of 

p
&
c +
^ *
g

j
 E

c
o
n
o
m
y

 

§
obT

a
x
a
t
i
o
n
.
^
p
.

 67,

小
泉
信
三
譯「

經
濟
學
及
び 

課
税
之
原
理

」

四
十
頁
。
 

-

一
八一

五
苹
穀
物
法
を
め
ぐ
•る
論
爭
は
、
穀
物
憤
格
低
落
4
地
代
下
落
、
す
な
わ
ち
劣
等
地
の
耕
作
拋
棄
に
よ
る
地
代
總
額
の
減
少
^

怖
れ
て
.自
由
貿
易
に
反
對
：し
縠
物
法
を
支
持
す
る
從
來
の
支
配
階
級
地
主
曆
と
、
穀
物
價
格
下
落

4
勞
賃
下
落
す
な
わ
ち
利
潤
增
加
！
>
資

本
蓄
積
增
進
に
よ
り
世
界
市
場
の
競
爭
能
力
を
增
大
せ
し
め
ん
と
し
て
自
由
質
易
を
主
張
す
る
新
興
資
本
家
階
級
と
の
利
寄
の
對
立
を
含

:.

ん
で
..い
る
。
前
#

の
代
表
：マ
ル
サ
ス
.に
從
ぇ
ばT
穀
物
の
高
價
格
は
耕
作
を
促
進
し
、
地
代
.を
騰
貴
せ
し
め
て
國
民
、的
富
を
增
大
せ
し
め

る
。
.
.叉
穀
物
僙
格
騰
貴
は
.實
銀
の
騰
貴
を

I
I

必
し
も
比
例
的
に
伴
わ
な
い
が
、

.勞
働
#
階
級
の
最
も
恐
る
べ
き
問
題
は
穀
價
騰
貴
に
は
な

.

.く
、
勞
働
の
需
要
減
退
に
あ
る
。，
勞
働
の
需
要
は
穀
物
法
に
よ
っ
そ
保
た
れ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、：
自
由
貿
易
|
>
穀
物
價
格
下
落
は
農
業

の
衰
返
を
來
し
、
勞
働
の
需
要
を
減
退
せ
し
め
、
勞
働
教
は
賃
金
低
下
と
失
業
と
に
苦
し
む
で
あ
ろ
ぅ
。
穀
物
法
に
よ
り
農
業
资
本
家
は

利
潤
_
低
落
が
防
洫
さ
れ
、.

大
多
數
の
商H

業
者
は
農
民
の
購
買
力
保
護
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
確
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
損
害
を
蒙
む

る

の

は

ご

‘く-—
*
部
分
の
輸
出
入
に
揲
わ
る
質
易
業
#
に
す
ぎ
ず
、
地
主
階
級
の
.み
な
^
>ず
、
.社
會
の
太
多
數
の
#
は
縠
物
法
に
.よ
っ
て
利

益
を
有
す
る」

こ
と
と
な
.り

、
.穀
物
騰
貴—

>

地
代
騰
貴
‘
地
主
の
利
益
が
社
會
の
利
.益
と
.し
て
主
張
さ
れ
る
,0

'

,

.

.

(

驻
1)

.
R
,

 T. M
a
l
t
h
n
.

 cit.，.「

穀
物
潔
：及
び
.穀
物
價
格
騰
落
の
我
國
の
農
業
及
.び
，一
般
的
富
に
及
ぼ
す
諸
效
果
に
關
す
る
考
察」

.「

外
國

:

穀
物
輸
入
制
限
政
策
に
關
す
る
見
解
の
.諸
樹
據J

「

地
代
の
性
質
と
増
大
、
及
び
そ
れ
が
支
配
せ
ら
る
る
諸
原
理
に
關
す
る
硏
究」

(

マ
ル
サ
ス
•
楠
井 

.
隆
三
、
束
蓊
生
譯「

穀
物
條
例
論
お
よ
び
地
代
論」

所
收
、

> 

S1)

. 

こ

.こ
れ
‘に
對
し
て
後
者
資
本
家
階
級
の
代
辯
者
リ
方
ア
ド
は
次
の
如
く
主
張
す
る
タ
社
會
の
.進
步
必
要
因
は
資
本
の
蓄
積
で
あ
る
。
資
本

C

註
2) 

. 

. 

: 

C

註
3)

. 

. 

V (
註
4) 

ハ

の
藉
積
は
利
潤
^
に
依
存
す
る
。
利
沏
は
勞
賃
と
拮
抗
關
係
に
あ
る
か
ら
勞
賃
の
騰
货
に
よ
り
減
少
し
、
利
澗
率
は
低
落
す
る
。
勞
貨
の

騰
貴
は
穀
物
高
價
格
の
結
果
で
あ
お
が)

、
穀
物
高
價
吣
は
叉
⑽
れ
の
騰
貴
を
も
結
果
す
る
。
そ
れ
故
右
の
相
關
關
係
に
お
い
て
穀
物
の
高

價
袼
は
利
.濶
を
低
下
せ
し
め
て
、
世
界
市
場
に
お
い
て
資
本
家
を
不
利
な
立
場
に
立
た
せ
る
が
、
そ
れ
は
地
代
の
騰
貴
を
そ
の
指
檩
と

す
る)

。
贶
く
の
如
く
地
代
と
利
潤
と
は
背
反
關
係
に
立
っ
て
を
り
、
從
っ
て
地
主
階
級
の
利
益
は
社
會
の
進
步
に
逆
ぅ
も
の
で
あ
る
。
Ml

に
消
費
者
.に
と
っ
：て
穀
物
の
根
對
的
價
値
の
低
下
は
望
ま
し
い
こ

と

で

あ

り

、

製
造
業
者
に
と
っ
て
は
賃
金
の
低
落
外
國
贸
易
の
發
展
と

：

な
り
、
低
穀
價
及
び
自
由
貿
易
は
地
主
以
外
の
一
：切
の
階
級
に
利
益
を
與
ヘ
ぇ
る
。
.穀
物
，の
自
由
な
輸
入
に
よ
っ
て
脱
落
す
る
の
は
、
劣
等

:

地
：の
み
で
あ
っ
て
價
格
は4

命
で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、：
正
常
で
あ
り
、
穀
價
は
安
定
し
、
穀
物
生
產
に
投
ぜ
ら
れ
る
勞
働
の
增

加
が
防
が
れ
てH

業
の
發
達
が
促
進
さ(

1
10
レ。と。前荇は地代の騰貴を創

i

と
し
て
社
會
の
經
濟
的
社
會
的
發
M
の
指
標
と

し
、
後
者
は
そ
れ
を
富
の
移.

0
迦
ぎ
ず
、
社
會
進
步
の
要
因
、
*
ホ
の
^
罾
を
1

す
る
指
標
と_な
す
。
こ
こ1
地
れ
_
貴
を
め
ぐ
っ
て

/

 

(

^£
2 )

|
剩
餘
價
値
ひ
分
配
を
め
ぐ
っ
て
丄
一
っ
の
階
級
が
對
立
す
る
。'
.
.

「

地
代
は
產
業
.資
本
家
を
地
主
.に
對
立
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。」
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原
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揭
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莨
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v
o
l
i
e
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n
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r
o
t
e
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t
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o
n
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g
r
i
c
u
l
t
u
r
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「

農
業
保

護

政

策

批

判」

六
ニ
頁
。

〈

註
7〕

穀
物
價
格
の
騰
貴
を
媒
介
と
し
て
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a
v
i
d

 R
i
c
a
r
d
o
,

 

o
p
.

 

c
i
f

v
o
l
_
e

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

p
r
o
f
i
t
s
,
.
p
p
.

 

1
4
,
.
2
0
,
「

農 

•

業
保
離
政
策
批
制〕
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二
頁
、
ニ
九
頁
、v

o
l
u
m
e

ザP
P
，
11
2
,

 .120, 

3
8
5
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.「

原
理」

前
揭
帶
九 
一s

、

一

〇
S*
:
頁
、

三
ニ
九
贾
。
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註
8

>

リ
ヵ
ア
ド
に
ょ
れ
ぱ
資
本
蓄
稹
は
利
潤
に
比
例
し
、
：地

代

.は
利
潤
の
控
除
部
分
と
し
て
騰
貴
.す

る

.の
で
あ
'る
か
ら
'、

地
代
は
資
本
菩
.稹
を
阻
害 

.

:
す
る
こ
と
に
な
る
。 

■

, 

.

(

骼

9)

,「

地

、田
の
利
咨
は
常
に
消
费
淆
及
び
製
造
業
者
の
そ
れ
と
相
反
す
る
も
の
で
、あ
る
。」

a
a
v
i
d

 

R
i
c
a
r
d
o
,

 

o
p
.

 

a
t
,
, 

v
o
l
u
m
e
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p

豸
 

:

r

原
理
.

」
(

第
\ ^
四

窣

.
地
代
に
關
す
る
ァ
ダ
ム
；

ス
ミ
ス
の
學
說
>

前
揭
書
三
'ニ
九
直
。
：

(

独
1 0)

u
fo
y
lcu
w
s'
g

ôl
o
, o

p
*

 

.
c
i
f

v
o
l
u
m
e
.

 J
v
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^
P
r
o

 t
o

o.t
i
o
n

 

t
o

 

A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
.
^
p
.
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1
S

,
「

農
業
保
護
忙
つ
.い
て」

「

|4
業
保
護
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政
策
批
制」

六
ニ
頁
。
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註
1 1)

w
o
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e
r
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l
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s
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T
h
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r
o
u
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o
f
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O
p
i
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o
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o
n

 

t
h
e

 

P
o
l
i
c
y

 

o
f

 

R
e
s
t
r
i
c
t
i
n
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m
p
o
r
t
a
t
i
o
n

 

o
f

 

I
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i
g
n

 

c
o

m
、

1
.
e
d

 

p
.

 

2
0
. 

.

.
 

.

■

(

胜
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b
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s:
J
^
o
a
r
d
o
,
o
p
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c
i
t
.
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V
O
I
T
I
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J
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i
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
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S
9
9
.
.
「

原
理」

(

第
三
ニ
章
マ
ャ
サ
、ス
.氏
の
地
代
に
關
す
る
意
見)

前

揭

锻11

一
九
七
頁
。

•
 

, 

’

(

驻
13)

マ
ル
ク
入
•「

哲
學
の
贫
因>

 

マ
ル
ク
ス
\
エ
ン
ゲ
ル
ス

選
集

第
一
卷
下
四
三

一
頁
。

.

.

.

.

.
毂

物

法

'(

"
穀
物
の
高
價
格
維
持
.

>
:

f e

對

す

.る

勞

働

者

階

級

の

利

寄

は

ど

ぅ

で

あ

ろ

-.
:5

.
か

。

リ

力

ア

ド

に

ょ

れ

ば

「

勞

働

の

自

然

價

格

は
 

食

物

必

需

品

の

憤

格

の

騰

貴

と

共

ー

に

騰

貴

し

、
.
下

落

'>
1'
共

に

卞

落

^

^」

か

ら

、

一
寃
直
«

的

利

_

»
係

は

生

ぜ

ぬ

.か

に

見

ぇ

る

。

し

か 

し

事

實

次

.

.

r
(

イ
f

ス
.の)

產

業

が

最

大

.の

發

展

を

.と

げ

た

.最

近

一

二

〇

年2

九
世
紀
初
頭)
の

間

に

勞

賃

が

穀

物

俱

格

の

.騰

' »
ょ

り

も

ず

つ

,

.

(

註
2)

.

.

.

, 

-

. 

-

と

急

速

な

^4
1

で

低

下

し

た

」

。

資

本

家

は

賃

金

基

金

の

增

加

を

怖

れ

、

機

械

を

導

入

し

て

勞

働

生

産

性

を

增

大

せ

し

め

る

。

し

か

も

機
 

械

の

.導

入

に

.よ

る

相

.對

的

過

剩

.に

%•
ま
し
：て'
ン

..グ

.ロ
ー
ジ
.
ュ
.
T
に

よ

り

生

產

手

段

を

失

つ

た

»
農

層

の
。ァ
0
.

レ
■タ

'
リ

ア

I

ト
.化

、
.

寅

に
 

ナ

ポ

レ

オ

ン

戰

举

終

結

の

二

種

の

恐

慌

狀

態

•に

お

け

る

多

數

の

破

產

者

失

業

蓉

の

存

在

に

よ

り

、

勞

働

#

の

總

量

は

過

剩

で

あ

っ

た

か

ら
 

で

あ

る

？；
こ

こ

に

.穀

物

騰

貴

を

め

ぐ

っ

て

'暴

動

が

起

き

る

.基

盤

が

あ

.っ
-た

(

.
一.八

S

t

羣

)

0

で

は

、

，自

由

貿

易

は

勞

働

者

階

級

に
 

と

っ

て

利

益

を

も

た

ら

す

だ

<
1

 

う
か

。「

ィ

ギ

リ

ス

の

労

働

者

た

ち

は

、
地

主

と

產

業

資

本

家

と

の

岡

^

の

意

義

を

き

わ

め

て

た

だ

し

く

，理 

解

し

た

。
■©

金

を

さ

げ

る

た

め

に

パ

ン

の

價

格

を

下

げ

よ

う

と

し

て

い

た

の

で

あ

る

こ

と

、

地

代

が

減

少

す

れ

ば

そ

め

結

果

と

し

て

產

業
 

利

潤

が

增

加

f

る

だ

ろ

う

と

い

う

こ

と

.を

よ

く

知

っ

て

い

た

o

j「

前

に

五

フ

ラ

ン

も

ら

っ

て

い

た

が

、

小

麥

が

安

く

な

っ

た

の

で

い

ま

で
 

は

四

フ

ラ

ン

し

か

も

ら

わ

な

く

て

も

、

そ

れ

は

勞

働

荇

に

と

つ

て

ま

つ

た

，く

同

じ

こ

と

だ

.な

ど

と

考

え

て

は

な

ら

な

い

。

彼

ら

は

事

實

上

ゲ

.

.

.

(

註
4
.

)

.
' 

.

.

.
パ
.
.
. 

.
.

.
.

さ

ち

に

損

を

す

る

の

.で

あ

る

。」

.

「

そ

れ

.に

も

か

か

わ

ら

ず

勞

働

#

た

ち

.が

自

由

.質

易

論

者

..と

：む

す

ん

で

地

主

に
.對

抗

し

た

，の

は

、

封

建

制

. 

(

註
6)

.

.

.

度

の

般

後

の

遺

物

を

皱

壞

し

、

も

っ

て

相

手

と

す

る

敵

は

も

は

や

た

だ

一

っ

し

か

な

い

i

う

に

す

る

た

め

で

あ

っ

た

。」

/ 

’ 

. 

- 

- 

- 

• 

V

 . 

.

.

.
 

• 

. 

* 

' 

. 

,

(

独
1

)
D
a
d
d

 

R
i
c
a
r
d
c
v
o
p
'
c
i
t
.
,

 

v
o
l
u
m
e

 

I,

 

p
.
.

 9
3
,

一
.

「

原
理」

前
揭
書
七
©
-
.頁
、「

し
か
し
な
が
ら
勞
働
者
が
こ
の
最
低
水
準
以
下
に
ひ
き 

V
'

さ
.げ
ら
れ
る
こ
と
が
け
っ
し
'て
な
ー
い
だ&

う
、
/
.と
考
え
.た
り
し
て
は
な
ら
な
：い
。」

.

(

マ
ル
ク
メ「

保
護
_質
易
自
由
貿
易
お
よ
ぴ
勞
働
者
階
級
に
っ
い
て 

.

の
演
說J

マ
ル
ク
ス
.
.

• 

H

ン
ゲ
.ル
ス
遴
集
第
二
.卷
下
三
七111.

頁)
(

V

の
切
.下
げ)

。 

- 

'(

註
2

)

：
マ
ル
ク
ス
.「

自
由
資
易
間
薄」

十
ル
ク
ス
•
エ>

/

ゲ
：ル
ぺ
ろ 

一
八
一
五
年
に
一
四
志 

:.

で
あ
.
っ
.た
.も
の
が
、.
一
七
年
に
.
.は
九
志
£

洛
ち
、
グ
ラ
ろ
ゴ
ゲ
で
：は
同
年
五
.志
六
片
に
な
っ
た
。」

吉
田
秀
夫f

穀
物
條
例
の
背
景」

'
'

(

リ
力
.
ア

ド「

農
業 

'

保
譏
政
策
批
判」

'
一.
四
四
頁
>
。
へ
北
野
大
吉
著
.「

.英
國
自
由
貿
易
蓮
動
史1

九
.九
頁
。

し
.

:
ン
-

.

:

、

'.

;-
.(

胜

3)

.パ
マ
.ル 
>

.ス

.前
掲
論
文
、
.
前

：揭

書

三

八

七

頁
o 

:

.

-
(

独
4)

同

‘ 

三
八
八
頁
。 

,

「

自
由
賀
易
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
？

資
本
の
自
由
で
あ
る
。…

…

敦
本
の
よ
り
有
利
な
使
;{
]

は
庳
業
資
本
家
と
貨
金
勞
働
漪
と
の
間
の
，對
立

地

代

論

に

關

す

る

ム

研

‘究
.
 

. 

,

■
四

九

(

四

九)



M

5

V
F

$
#

_
£
8

B
t

$

,<Y

 

>
<
A

SJgcayJgiqsĝ
w
s
i
s
i
i
rataigassscaagKâ

B̂yayaaawggcljagceggssar̂
:;;̂

.
> 

, r-H

しV

n
^
J
r
?
,
r

vSmW^-，いヘレ 1 *?f L

i!l

田
學
會
雜
誌第

！！

十
七
卷
第1

號

： 

.

.
,
' 

:

-

.五
〇

(

五
0 >

、

を
消
滅
さ
せ
る
想
像
だ
ろ
う
と
す
る
，

N
由
質
易
論
耆
た
ち
の
主
張
は
ま
っ
た
く
諒
解
し
た
抓
い
も
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
反
對
に
そ
の
結
泶
と
し
て
生 

じ
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
二
階
紙
の
對
立
が
さ
ら
に
い
つ
.，そ
う
明
白
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
，な
い
。J

マ
ル
ク
ス(

「

自
由
贸
易
問
題」

.

:
前

揭

篑

三

九

七

真)

■
 °

:

 

.
.:. 

... 

: 

.
 

; 

.

'.
'
.
' 

. 

.

.

.
:
_
'

,

(

战： 6
y

 

:「
こ
ん
に
ち
で
は
保
酿
質
易
撇
度
は
保
守
的
で
あ
る
。
.こ
れ
に
裊
い
し
て
自
由
貿
易
制
度
は
破
壞
的
で
あ
る
;0
そ
れ
：は
も
石
も
ろ
の
ふ
る
い
.國 

民
慨
を
無
消
1;
'
、>
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ト
と
，̂

ロ(

レ
タ
.リ
ア
|
ト
©.
,あ
1/
>
だ
の
.對
抗
を
極
靖
に
ま
で
^
し
す
す
、め 

■

、
の
み
、
：
諸
君
'(

秋
は
-
由
資
易
に
_
成
す
る
も
：.の
^
の
で
'あ
る
。」

同
四
0

0
裒
，

(

傍
點
引
用
者)

。
：

.

'、
;
'
:
:

土
地
豚
有
者
' 
資
本
家
、
勞
傲
者
の
利
害
を
め
ぐ
.り
、
各
階
級
め
代
表
と
し
て
一
マ
ル.

サ
ス
、

}?
,力
ァ
ド
、.
.マ
ル
ク
ス
の
轂
物
法
に
對
す
.る
主
張
と
そ
の 

理
論 

I

 見
_

論

比

：i

。
へ
.
.
？

':
.-
• 

;

.
、

.

：
.

一
八
.

一
,

五
年
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
爭
に
集
中
的
表
現
を
^

っ
た
土
：地

所

有

者

と
.新
興
資
i

階
級
と
の
利
费
の
.對
立
は
、
.
そ
^

働
#
隙
級
の
養
な
る
對
立
を
隹
含
し
.っ
っ
以
上
：の

如

開

さ

れ

た

。VI

九
ニ「

1

年
に
至
り
地
主
に
對
し
て
始
め
て
共
同
戰
線
を
張
っ 

た
資
i

階
級
人
庳
業
及
び
商
業)

ゆ
、
リ

ヵ

ブ

ド

理

論

^

^
據

と

し

.て
_

#
を
#

心

に

嶺

物

法

撤

廢

運

動

を

起

す

。
' j

八
ニ
八
年
の
穀
物 

法
改
正(

ス
ラ
'i
ァ
ィ
シ
グ
ス
ヶ 

リ
チ
ャ

級
に
對
す
る
.和
當
な
批
難
に
答
えJ

 :「

土
地
所
.有
の
收
入
の
增
大
を
猜
忘
的
忿
怒
的
な
眼
'で
以
っ
て
眺
め
る」

所
の
•入
々
に
向
い
、.

マ
ル 

.

サ
.ス
に
次
ぐ
保
^
質
易
陣
營
の
理
論
家
と
し
て
：

「

他
代
の
%
加
は
富
の
%
加
と
國
民
0
繁
榮
の
指
標
で
あ
る
こ
と
、.
如
何
な
る
社
#
馨
 

勢
の
下
に
お
い
て
も
、
如
何
な
る
文
明
進
歩
の
期
間
の
間
に
お
い
て
も
、
土
地
の
所
省
者
の
眞
實
の
利
害
は
耕
作
苕
及
び
彼
ら
兩
者
の
屬 

し
て
い
る
社
會
の
眞
實
.の
利
寄
と
の
'一
致
を
4
め
な
.い」

こ
と
を
論
證
す
べ
く
提
起
さ
れ
た
'も
の
で
あ
る
。

一
八
三J

年
に
出
版
せ
ら
れ 

た
主
赞「

富
の
分
配
と
課
税
の
源
衆
.に
関
す
る
.一.論
、
常
，一.部
地
代
論」

は
、.
前
篇
小
襖
民
地
代
論
が
純
粹
I

問
的
動
機
と
甚
盤
か
ら 

出
發
し
て
い
.る
の
'
に

對

し、.後
篇
農
業
教
地
代
論
が
r
.力

ア

ド

地

代

論
■批
判
を
中
心
■に
執
筆
さ
れ
政
治
的
意
圖
が
看
取
さ
れ
る
理
由
は
こ

ル
採
@

は
そ
の
成
果
で
あ
り
、
'
撤
廣
'

(

一
八
四
八
年

)

に
向
ぅ
契
機
と
な
っ
た
。

' 

-

;

' 
-

.

:

-
: 

i
 

6

1
W 

. 

•

ド

，
ジ
ョ
ー
.
.ン：ズ
の
地
代
論
は
.ま
さ
に
前
述
の
如
き
經
濟
史
的
背
景
、
理
論
的
前
提
の
下
に
、
.ま
.た
直
接
的
に
は「

地
主
階

，こ
に
あ
ひ
、、
か
づ
ジ
ヲ
1
.ン
ズ
地
.代
_
理
_
.の
た
め
に
リ
'ヵ
ア
'ド
地
代
論
と
榖
物
法
を
め
.ぐ
る
諸
間
題
を
取
上
げ
た
根
據
も
こ
こ
に
存
在

す
る
.わ
 

i

pfc
る
;0
ハ

;■ 

.
、
 

.

.

.

'

二 

一
一
：

1.::::

•
代
發
坐
办
：理
論
的
_
礎

ハ

;'
.
:
 ̂
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塞
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蒙
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さ
れ
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さ
れ
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&
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す
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.
地
代
を
自
然
の
.賜
、
剩
餘
生
產
物
と
脔
え
る
か
、
剩
餘
勞
働
の
對
象
化
せ
ら
れ
た
剩
餘
價
値
の
一
部
、.

「

利
潤
の
七
分
岐」

と
し
て
扱

ぅ
か
を
決
'定
す
る
指
標
.は
資
本
主
義
社
會
に
お
け
る
勞
働
の
：認
識
で
あ
る
P K

ミ
ス
の
« -
値
論
め
翁
慰
.と
そ
れ
に
基
ず
く
一
.一
っ
の
地
代
槪 

f

)

- 

.

.

.

. 

' 

.

念
は
素
朴
な
形
で
こ
れ
ら
の
鄯
情
を
集
中
的
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
ょ
ぅ
。

I 

»
-

■■
:(

註
1)

:-
:.倒
値
分
解
論
と
»
値
合
成
論
。
投
下
勞
働
價
値
說
と
友
配
勞
働
廣
値
説
。.

';
■

:
(

驻
.
2)

國
富
論
第
苯
ぐ
.六
章
を
基
礎
：と
す
る
地
代
と
.第
十
ー
.
.章
の
地
代
、
す
な
わ
.ち
谓
格
の
分
解
部
分
=

合
成
部
分
と
し
て
の
地
代
と
、
自
然
價
格
と 

十
分
な
俏
格
と
の
差
額
と
し
て「

貨
■

、
利
潤
と
は
異
っ
た
仕
方
で
'入
り
こ
む」

地
れ
。
前
者
は
價
値
合
成
論—

支
配
勞
働
價
値
說
、
後
者
は
價
値
分 

-

'解
論
―

股
卞
勞
働
價
値
說
と
禪
ず
る
.'
0

富

め

：源

泉

を

生.產
過
程
に
お
け
る
勞
働
.に
み
と
韵
た
功
.横
^

も
拘
ら
ず
ァ
.ダ

ム
.

ス
ミ
ス
.
は
、
.勞

働

の

.
ニ

重

性 

-

,
 

.

9
認
識
の
缺
條
か
ら
：生
鹿
過
程
&

勞
働
過
.程
と
俱
铺
形
诚
.及
び
續
殖
過
隹
と
し
：て
理
澥
し
：'え
.ず
、

^

.-

義
を
明
確
に
.，し
え
な
い
な
ど
勞
働
.價
値
說
確
立
の
た
め
：に
味
蕋
本
的
な
末
熟
さ
を
有
1

て
い
た
あ
め
に
、
.'
資
本
主
義
社
免
に
お
い
.て
■こ
そ
投
下
勞
働
價 

.

.値
說
が
贳
か
れ
る
こ
と
を
明
お
し
え
な
か
っ
た
。
そ
の
不
備
ょ
り
す
る
ス
ミ
ス
の
僙
値
合
成
論
は
、
土
地
所
#

そ
の
も
の
.が
地
代
を
生
ぜ
し
め
、
資
本 

.
■
.

が
.利
チ
：を
產
む
ネ
い
う「

'三
位一

體
.說」

.

.に
歸
着
'1
.
得
る
。； .

こ
の
地
代
概
念
は「

自
然
'が
價
値
を
附
加
ず
る
—

と
い
々
第
一

|

卷
め
フ
イ
'ジ
オ
ク
ラー

ト

の
殘
淨
と
相
通
ず
る
0

マ
.
ル
サ
ス
は
こ
；の
面
を
繼
承
す
，る
が
、，
彼
は
：ス
ミ
，̂

の
;̂

の
両
矣
'
'

「

明
ら
か
に
眞
理A

J

認
め
ら
れ
て
.
い
る」

：
と
し
て
賞
讃
し
て 

い
る
a

s:
^

や

士

rl
lf
l

秀

夫

譯「

經
濟
學
原
理」

八
n

l
.K)

o

マ
ル
サ
，ス
を
豇
に
、ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
踏
製
す
る
事
：は
：後
述
す
る
通
：U
;で
あ
る
。

■ 

(

註
1
.

)

：

.
- 

.

. 

.
■

リ
チ
ヤ
ー
ド

•

ジ
4

1
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
富
の
源
嵌
は「

大
地
と
水」

で
あ
っ
て
、「

勞
働
は
そ
れ
な
し
に
'は

；
い

か

な

る

生

產

侧

も

有

用
 

性
も
坐
じ
な
い
と
い
う
裨
遍
的
機
具
に
す
ぎ
な
い
も
の」

で
あ
る
。
ご
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
彼
は
次
の
：よ
う
な
命
題
を
た
て
る
。: .

.'
■
'
:
1广

諸
國
民
の
絕
對
的
富
电
決
定
す
る
も
の
ば
：.土
地
.
の
：
豐

度

で

あ
0,
>

相
對
的
富
を
決
め
石
も
の
は
勞
働
の
能
率
.

t
h
e

 

e
Ba,
e
n
c
y
.

-

.

.ノ 

——
.

'
 

.
 

-- 

-
-
.
、 

.

.
:
. 

_
 

-
 

.■;
、
.■:
.
■
: 

\

of l
a
b
o
u
r

 

で
あ
る
。
 

、
 

n

そ
こ
で
諸
國
民
ひ
勤
龄
の
坐
產
性p

r
o
d
u
c
t
i
v
e
n
e
s
s

 

of 

t
h
e

 i
n
d
u
s
t
r
y

 

of 

n
a
t
i
o
n
s

は
次
の
事
情
に
依
存
す
る
。

:

'
(1
)
:
'
§國
民
が
.
#

f

ず
る
賓
の
本
源
的
諸
源
雨

〈

土
地〕

.

)

0

_妖

顏
^

:
,(2
)

'/
-
-勞

働
;€
>
能
率
1
勞
働
の
繼
續
度
、
.
如
識
と
熱
練
度A 

7

 

:
'
v
':
;

.
•
.
'
.
■
. 

’
 

. 

, 

'
:

..W

富
の
本
源
的
諸
源
泉
の
肥
_沃
性
.の
相
違
は
政
治
經
濟
學
と
：'い
う
科
學
の
推
理
の
中
に
人
ら
な
い
。
そ
こ
で
政
治
經
濟
學
の
對
象
は

• 

. 

. 

•

.

.

 

. 

. 

•

「

富
の
坐
產
に
お
け
る
勞
働
の
能
率J

に
向
け
ら
れ
る
。

:-
.
 

■
 

'す
な
わ
ち
彼
が
試
み
た
：

「

諸
國
民
.の
經
濟
擧」

の
：目
的
は
、
、「

そ
れ
.
^
^
:の
«
民
的
富
0.
量
釔
生
產
じ
分
配
し
て
い
る
仕
方
や
法
則
を
.歷 

史
と
觀
察
に
よ
っ
て
あ
と
づ
；I
M」

こ
と
に
あ
り
、彼
の
中
心
課
題
は
し
た
が
つ
て
勞
働
生
産
力
發
展
と
そ
れ
に
伴
う
生
塵
物
量
：の
變
化
、

使
用
價
値
の
生
產
と
分
配
と
を
支
配
す
る
法
則
と
な
っ
た
。

•;
-
. 

‘

•.

:- 

:

•

.

.

.

.

.

 

? 

• 

...

こ
の
立
論
は
地
代
理
齔
を
賞
い
て
い
る
。
彼
の
地
代
理
論
は
全
く
體
系
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
盤
理
す
る
と
次
の
如
く
と
な
る
。

I

地
代
の
源
泉
は
自
然
の
例
ル
：

&

如
發
か
に
あ
る
。'小
農
民
地
代
で
は
絕
對
的
に
、
麇
業
者
地
、代
で
は
相
對
的
に
と
ら
え
ら
れ
る

" 

n

そ
の
剩
餘
生
産
物
部
分
は

C

小
農
民
地
代
に.お
い
て
は〕

‘「

土
地
に
確
立
さ
れ
て
い
る
所
有
權

」

に
よ
り
土
地1

者
に
占
有
の 

地
代
論
に
關
す
，
る

I
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彐
田
學
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卷
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,
 

代
偾
と
し
て
地
代
の
形
態
で
支
怫
わ
れ
る
。(

農
業
^
地
代
に
お
い
て
は
こ
の
槪
念
脫
落)

。

I

-;/., 

: 

- 0

地
代
の
火
い
さ
は
農
業
智
地
代
に
於
て
ば
、

 

• 

I,' 

.

⑴

農
業
の
耕
作
に
投
下
さ
れ
た
資
本
量
ノ 

I.、-

,■
. 

⑵

資
本
の
效
率
、
す
な
わ
ち
勞
働
坐
産
性

“

| 

⑶

農
業
生
產
物
0'
;
相

對

僵

8

^

く
0)

&

?(

エ
_業
坐
產
物
に
對
す
る
：交
換
比
率
>.

f 
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、

諺

ぎ
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s声
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肫
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'「

ス
ミ
ス

^
勞
働
を
富
の
源
泉
と
考
え
た
が
ノ
そ
れ
は
誤
リ
で
あ
る

:0

し
か
し
.この

り̂
は
ス
ミ

ス
の
理
論

reasp

g .n
g

に
、決
定
的
な
打
擊 

.■.を
興
え
な
か
っ
た

o」
ibi4

,'p..4.-^  

.
 

.

(

社
6)

「

人
間
の
最
も
素
朴
な
勞
働
に
對
し
て
：さ
え
も
耕
作
者
自
身
の
，生
活
資
料
に
必
要
と
さ

.れ
る
以
上
の.：も
の
を.%

'
'た
ら
し
ぅ
る
土
地
の
力

J

目
丨 

Chardjonesr.-An  Essay,  
く op.  

C
F p.  4,

「
'ジ

ョ

.
、

•

-
 

8
7
.

)

..「

同I

資
本
に
ょ
っ
て
耕
作
さ
れ

.な
が
ら
異
っ
た
生
產
物
量
を
生
ず

--
5
.土
地
の
；相
對
的
肥
沃
度
の
，相
違

」
)

§
0タibid.,  p.  

192,

前
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:
#
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西
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駐
8)  .wiclbard

t w'ones,  ibid.,  p/4  
前
揭
書
四
頁
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:
,

(

往
9) 

R
i
c
h
a
r
d

 

J
o
n
e
s
,

 

ibid., 

p. 

1
9
0
,

前
掲
書j:

八j

頁

(

こ
れ
.ら
三
っ
.の
命
犀
は
生
產
:*
の
發
胺
と
生
產
物
量
.の
變
化
に
'っ
き
る
。
後
述)

。

-
 

■ 

.

.
.
 

.
 

.
 

' 

-
.

i
l)

こ
の
地
代
理
論
に
お
い
て
、
地
代
の
源
眾
.は
土
地
め
例
外
的
生
産
力
に
あ
り
、
人
間
勞
働
に
は
.な
い
。
地
代
は
剩
餘
利
潤
で
は
あ
る
が

、

、
/、

、
、

、(

註
2〉

そ
れ
は
剩
餘
價
値
の
轉
化
-L
た
も
の
で
.は
な
く
、

「

最
劣
等
地
の
生
産
物
以
上
：に
出
み
土
地
の
生
產
物
の
超
過」

す
な
わ
ち
優
良
地
の
生

產
ヵ
に
基
ず
く
差
額
、#
漁
必
彭# |

>撕
分
で
あ
る
。.す
介
わ
あ
地
代
は
第
一.の
立
場
、
使
用
價
値
視
點'

 

素
材
的
物
量
的
視
角
か
ら
捉
え 

ら
れ
て
い
る•こ
と
が
こ.こ
に
明
ら
如
と
な
る
。
こ
こ
で
は
自
然
力
は

.剩
餘
利
潤
の
自
然
的
基
礎
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
.剩
餘
利
潤
の
內
容

•
 

.
 

.
 

: V
 

(

註3)

.で
あ
る
生
産
物
の
超
過
分
の
源
泉
な
の

.で
あ
る
。
こ
こ
に
價
値
論
に

.ょ
る
體
系
を
持
た
な
い
：彼
の
理
論
の
根
本
的
缺
陷
が
露
呈
す
る
。
こ 

の
憤
直
視
點.の
缺
如
は
、.池
固
彼
が
資
本
の
有
機
的
構
成

.の
高
度
化
の
事
實<彼
の
言
葉
に
ょ
る
と
補
助
資
本

gxiliary  

capital
と
維
持

•
 

' 

(

註
4
.ノ

资
本sustainin

的capital..

の
割
合
に.お.い

.て.資
本
主
義
の.：.發
展
と.共
に
前
者
が
大
と
な
り
、
，資
本
の
生
產
性
が
墙
大
し
勞
傲
力
が

..過
剩
と
な
る

)
...を
指

:

(

註
5
2
.

.摘
し
、,叉
土
地
の
獨
占
に
基
ず
く
地
代
發
生
を
，取
上
げ
な
が
ら
、
ー
絕
徵
地
代
の
槪
念
を
結
鞏
せ
し
め

.な

.か
つ
た
理
由
で
奴
る
。
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•
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Richaird  Jones  ibid.,  

P
.
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1
9
1
,「

地
代
論」

前
揭
書 J  
八 

，

(

驻
？>

「

剩
餘
利
獨
が_い
か
に
し
て
發
生
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
利
潤
そ
，の
も

©'
の
生
產
と
同.l：
ょ
う
に
決
し
て
平
明
な
も
の
で
は
な

い
。
し
か

1 

.
こ
の
問
題
の
困
雛
は
、

''
/商
品
の..價
値
は
こ
れ
を
生
產
す
る
に
必
耍
な
勞
働
量
に
ょ
つ
て
規
起

.3;
れ

.る

."と
い.う
立
場
か.ら
：生
ず
る
も
の
で.あ
る
。
こ
の
立 

場
そ
の
む
の
を
否
定
す
る

'ジ
'ョ..丨
ン
；ズ-に

'と
.つ
て
こ
の
囷
雛
は
存
在
し

な
い

0
:
:と
れ

.は
リ

:>

ア
卞

'に
比
べ
て
著
る
し
い
退
步
.で
あ
る

0.
け
だ
し『

リ
力 

.ア
ド
を
拔
き
だ
さ
し
め
る

■ %
の
は……

彼
の
地
代
論
と.價
値
論
と
の
連.關
で
あ4』

か
ら
で
あ
る
。

1
(

末
永
茂
喜

「

ジ
ョ
ー
ン
、ズ
地
代
論
に

.つ
W
て」

.:
•
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典
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經
濟
學
抓
究
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マ
ル
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ス
エ
ン
ゲ
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全
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九
卷
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四
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剩
餘
價.値
學
說
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'

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
勞
働
を
を

^/
O
H r

i
l
m
e

で
な
く
y
に
i

つ
..て
前
撕
い
§e
'^
:
、
，刹
潤
追
.求
の

.目
的
を
も
.つ

て

坐

產

に

.雇

傭

'さ
れ
る
とV €

M
、.資
本
主
義
社
會
に
お
げ4正
し
：い
存
莅
形
態
に
お
い
て
扼
え
た
。
，

.

「

.勞
賃

^6

挪
い
す
る
.基
本
的
大
機
能
は
未
だ
か
つ

-

.

,

.

V

.
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.

 

.
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蝕 
3)  ■

.

:
: 

て
現
わ
れ
た
こ
と
が
な
く

」

、「

こ
の
事
貲
は
諸
國
民
の
相
對
的
進
步
を
說
明
す
る
に
當
つ
て
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る

」

と
彼
は
言

: 

(

-£
4)

ぅ

。

し

か

し

r

そ

れ

，は

種

々

な

る

社

#
經
濟
姐
織
の8

史
的
、
理
論
せ
理
解
へ
の

■
鍵」

と
は
な
つ
て
も
、

ス
ミ
ス
に
關
す
る
註
で
ふ 

.

.

，
地
代
論
に
關
す̂I

跖
究 

.

.

.

.

■

.

ぞ
五
七

.，

(

五
七)
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m昂僉
雜
誌
笫
四
十
七
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第

一
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-

五

八

(

五
八)

. 

.枚
た
ょ
ぅ
な
资
本
主
義
社
食
に
お
け
る

--
1
價
値
を
形
成
し
增
殖
す
る
澇
働

」

.，.の
認
識
ぬ
至
ら
：
-1
.め

な

や

。
、
彼
_の
視
角
は
專
.ら
生
產
と
分
配 

:
:に
呢
楚
准
ら
九
て
交
換
關
係
社
單
に
座
產
カ
の
變
動
に
ょ
る
相
對
的
此
率

0
變

化

の

開

題

匕

し

：
て

.の
み
言
及
せ
ち
れ
る
。
ジ
ロ
丨
ン
ズ

U

 

和
い
て
：資
本
主
義
社
會
に
お
い
て
勞
働
は
贅
本
と

.交
換
せ
：ら
れ
、
：
歷

班

的

处

形

霞

定

.を

.受
忖
.る
が
、.富

<
使
用
價
値
視
思
の
生
產
の
た

め
'の「

機
興」

>
l

f
t

3
m

e
s

.

:-:

を
出
な
へ
い
存
莅
で
あ
る
。
こ
こ
が
レ
勞
働
價
値
說
忧
成
暖
し
ょ
ぅ
が
な
い
ノ
こ
へ
の
潰
値
視
點
が
於

.

-

-

.

' 

« 

.

.

. 

.
’

•.
,

.
 

.

.

.
*
.
.
. 

'. 

.

.

.

.
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.

.

. 

,

....- 

.

 

.

.

.

旋
的
脫
落
は
、
：彼
を
し
ヤ
勞
働
の
生
產
性
を
中
心
的

.硏
究
課
題
と.さ
せ
、.
.終
始
使
用
價
値
視
黯
の
|
:
面
的
世
界
に
と
乂
め
置
い
た
の
で
あ

、
■̂5 
ン
.
.
.
：

:
.■
V
- 

.

.

.

.

....

> 0
た

。

そ

こ

：
で

，
律

の

地

代

論

の

對

象

も

叉

；
、

.'
'
.地

代

量

と

そ

の

增

進

、

そ

れ
.ら

と

；
資

沐

量

と
0
關

係

、
.
利

潤

量

實

金

總

糞

と

の

關

係

に

と

ぐ
 

:

ま

り

、

；
：
剩

餘

衝

値

論

ど

1.
て

の

地

代

理

論

が

形

成

さ

れ

る

匕

_

ら

龙

か
0
た

。
：

: '

::

•

し
な
が
ら
、.■彼
S

代
論
が
|

俗

流

的

義

祀1

$

評
f

，

滕
史
的
視
角
に
：ょ
る
：の
み
な
ら
ず
、
：
資
本
主

.義
社
會
に.お
け
る
生*
の
發
展
の
條
件
を
尨
し
く
捉
え
、
使
用
價
値
視
點
か
ら
分
析
し
た

 ̂

め
に
、
' リ
ヵ
ナ
ゼg

抓

論

め

篇

を

指

摘-̂
補
具
レ
得
た
面
に
お
い
て
ビ
あ
る
ぺ
谨
代
量
と
資
本
糞
と
の
關
係
、
：收
獲
遞
減
の
法
則
の
問 

靡
な
ど
に
約
言
出
來
る0:
れ
ら
の
'功
«
は
、
：«
の
.地
代
發
生
の
基
礎
が
自
然
ガ
^
求
め
ら
れ
ズ
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
硏
究
の
對
象
が
ス

:、、、.ス
を
繼
い
だ
勞
證
產
性
：の
增
進
に
置
か
れ
た
所
に
基

W

K
い
る
の
.で
.あ
る
.
.

(

後
述
：
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,

'

•
.
- 
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.

同

時

に

彼

：：の

-:
,の

坐

產

物#
-
-使
用
憤
亂
視
點
に
：立'つ
：：
理

論

比

、
：

$
ヵ
ァ
ド
地
代
論
批
判
に
政
治
的
意
圖
を
加
え

.る

。
：
;-
.
前

項

に

お

い

て

•

 

■••
 

V 

• 

. 

.
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. 

-
: 
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• 

• 

'

取
上
げ
た
如
く
、
ジ,p
丨
ン
：

K

は
古
典
學
派
地
代
論
に.對
す
る
批
剃
替
と
も
て
存
在
し
、

.ハ
マ
ル
クX
に
ょ
つ
T
包
括
さ
れ
る
理
論
的
役
割

を
果
す
と
同
時
に
、
穀
物
，法
を
め
ぐ
る
政
治
的
對
立

0
.
-方

の

：
旗

頭

で
：
^
 

V
彼
め
'立
場
に
お
い
で
富
は
使
用
價
値
で
あ
り
、
生
.產
カ

.

.

 

.

.

 

.

 

•.?

.

 

•

 

>

 

•
•

 

.

.

.

.

の
發
展
に
伴
う
生
產
物
量
の
增
大

一
-

宵
の
增
大
の
指
標
が
：地
代
の
備
貴
で

.あ
る
.か
ら
フ
地
代
比
何
ら
利.濶
、
.
勞
賃
部
分
の
控
餘
と
し
て 

增
大
せ
ず”
從
っ
そ
穀
物
法
ば
何
ら
階
級
的
斜
.立
を
惹
起
ず
る
原
因
で
は
：な
ぃ
.と
ぃ
5
主
張
が
;̂
.
.さ
れ
る
：°>
こ
こ
：に
リ
カ
ァ
ー
ド
の
階
級
：

'

對
立
論
に
對
ず
る
反
論
.と
し
て
ジ
3
丨
ン
ズ
地
代
論
の
意
味
が
理
解
さ
：れ
る
の
で
あ
るo 

,こ
.れ

は

換

言

ず

れ

，ば

、

.
生
産
力：

の
發
展
を
ホ
心 

,

, 

と
す
る
價
値
視
點
を
有
す
ゲ
も
、の
と
有
せ
ざ
る
も
の
と
の
■分
配
に
お
.：£
る
階
級
對
立
；に
關
す
る
認
識
の
相
違
.で
あ
る
。
■

.
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一
*
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•

，
こ

こ

に

ジ-3
!

ン
X
地
代
論
の
背
景
.を
檢
討
し
、.：
更
に
ジ
ョ
ー
ツ
ズ
地
^
|
|
の
理
論
的
基
礎
を
明
ら
か
.に
^
た

土

.で

兩

莕

の

統

ー

と

し 

ン

y

、

て

^
地
代
騰
貴
を
め
ぐ
る
諸
階
級
の
科
益
^
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
”
ヵ
-
^
地
代
論
批
判
を
次
に
取
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
ぅ
。
'.

■

.

.
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r
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剩
餘
價
値
學
說
史」

第
三
後
前
撺
書
四
六
'六
頁
，
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'
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'
■
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■

「

ァ
グ
ム
.
ス
ミ
へ
ス
が
た
て
た
勞
働
形
態
の
本
質
的
區
別
.

_

-勞
鄭
が
資
本
か
.:
£
>友
拂
わ
れ
た
る
.か
、
或
い
は
又
直
接
に
收
入
か
知
烫
拂
わ
れ
.る
か
_の 

ソ 

:——

が
、
ジ
ョ
.I-
ツ
ズ
に
室
つ
て
始
め
て
完
全
に
、
當
然
行
き
ぅ
る
點
ま
で
展
獨
さ
れ
た
0」

:.
!へ
マ
'ル
.ク
ス
'、
.
前
揭
書
同
頁
0)

こ
れ
は
資
本
主
義
社
會 

,•;
に
お
け
-を
茁
當
な
勞
働
の
形
態
規
宛
で
'
あ

る:-
°

:■
•
:
、

3 

.

.

.

.

(

註
5

)

、
'ジ
ョ
|

ン
ズ
：理
論
の
體
系
的
牴
握
.を
最
初
に
試
み
ら
れ
.た
大
野
精
吕
郞
氏
は
、
'ジ
ョ
ー
ン
'
ズ
の
.價
値
視
點
脫
落
の
原
因
を
、
'ジ
ョ
ー
:ン
ズ
の
硏 

r

. 

.
■

究
對
.象
が
小
農
民
經
臂
の
支
配
.的
に
存
在
す
る
地
域
に
おけ

： .

る
生
.庫
と
分
配
の
法
則
.で
あ
つ
.た
點
K

求
め
ら
れ
.，て

い

る

が

、

へ

「

リ

チ

ャ

ー

、ド

.
、ジ
ョ
ー 

ff
:

4

:

:

'

\

:

.

ン
ズ
の
歴
史
；と
理
論」

經
濟
硏
究」

：第
四
卷
第
二
^

一.
九
•五
三
年
四
月一 .

j 

ニ
頁)

、
ナ
ダ
ム
ス
ミ
.ク
の
生
鹿
カ
視
點(

富
の
增
進
の
1

め
の
ニ
つ 

_ 

. 

'
の
原
因
の
ぅ
ち
勞
働
の
能
难
增
進
の
，面)

の
：み
を
受
け
.つ
い
だ
、ジ
:
ョ
ー
ン
ズ
の
理
論
體
系
.そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
.で
は
な
.か
.ろ
ぅ
か
。
大
野
氏 

:'
r

：に
お
い
て
は
、
，ジ
ョ
ー
ン
ズ 

'の
.「

生
產
カ
發
展
に
^

づ
く
農
業
、
エ
業
雨
.生
ー
連
物
の
湘
對
的
價
値
の
：變
動
の
分
析」

が
見
落
さ
れ
、
理
論
め
本
質
的
性 

:

ぐ

.

•

V 

:
格
の
解
明
が
經
濟
史
的
背
景
：の
說
明
と
す
り
か
え
ら
れ
_て
い
-
る
ょ
ケ
'に
.思
わ
れ
.る
。
：

.

:

:

:

.
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三
地
代
騰
貴
を
め
ぐ
る
諸
階
級
の
利
益

 

丨
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リ
チ
ャ
r
ド
.•ジ

3
1
ン
ズ
の
リ
カ
.
ア

ド

地

代

論

批

判

I

 

、

マ
'
、
 

资
本
主
義
の
發
達
と
共
に
地
代
總
額
は
增
進
す
る
。

こ
の
事
實
に
つ
い
て
は
ジ
ョ

ー
ン
ズ
も
指
摘
す
る
ょ
ぅ
に
何
人
も
認
め
る
と
こ
ろ 

;;
/-
;;
:

、
 

滩
代
論
に
關
す
る
1
硏
究 

、

•
 

-
 

.
k
^LC

五
九)

，

■



三
田
學
舍
雜
誌
笫
四
十
七
卷
第
一
號

.
_ 

.
 

六
0

-(

六
0 )

. 

で
あ
る
。

「

ア
ダ
ム
.
ス
、ミ
ス
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
リ
カ
ア
ド
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
、

ロー

 

ベ
ル
タ
ス
は
、
相
互
に
異
つ
：た
見
解
を
持
つ
の 

で
あ
.る
，が
、
次
の
點
で
は
全
然
同r

意
見
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
發
達
ば
地
代
の
；增
加
に
極
め
て
好
影
響
を
^
ほ
す
こ
と
、

マ

S) 

. 

' 

'
.

ル
タ
ス
も
叉
こ
の
意
見
に
同
意
す
る
0」

： 

-

_ 

ノ

(

驻
>
:
リ
ユ
ビ
一
モ
フ
、
松
村
四
郞
寒「

地
代
論
1_
1
八
四
茛
。
'

:

,

■

し
が
し
な
が
ら
、
こ
の
事
實
に
甚
い
て
地
代
の
騰
貴
は
.資
本
主
義
の
發
達
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
.す
か
と
い
う
問
題
と
な
る
と
、
そ

の
見
解
は
全
く
異
な
り
か
っ
對
立
が
生
じ
て
く
る
。
T
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
は
地
代
發
坐
の
原
因
を「

自
然
の
寬
大j

に
求
め
、r

資
本
主
義
社
.

會
の
富
の
増
加
に
伴
っ
て
地
代
は
增
進
す
る
こ
と
.か
ら
出
發
し
て
、
社
會
と
土
地
所
有
菩
の
利
害
は
一
致
す
る
。
從
っ
て
地
代
の
%
加
は 

' 

(

t
l〕

農
業
に
お
け
る
牛
；產
諸
力
の
發
達
を
促
進
す
•る」

、
と
結
論
し
て
い
る
。
リ
カ
ア
ド
は
收
獲
遞
減
の
法
則
に
莶
づ
き
、
も
し
资
本
が
收
穰

の
減
返
を
伴
う
こ
と
な
し
に
舊
地
に
お
い
て
無
限
に
用
い
ら
れ
う
る
な
ら
ば
地
代
の
騰
貴
は
あ
，り
え
な
い
だ
ろ
う
が

、

土
地
に
用
い
ら
れ

S

2
 ) 

、

、

、

、

、

、

、
.
、
■
、

、

、

>

、

、

、

、

、

、

-

る
資
本
部
分
が
增
加
す
る
度
每
に
生
產
の
比
率
が
減
退
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
地
代
は
常
に
比
例
的
に
減
少
す
る
收
穫
を
伴
う
追
加
的
勞
働 

か
；
か

於

胁

か

ら

生

じ

て

來

る

：。

'地
代
は
利
潤
の
歡
除
部
分
と
し
て
騰
實
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
と
對
立
し
資
本
蓄
積
を
阻
害
す
る
故 

に
_、
土
地
所
有
#

の
利
益
は
社
會
の
地
主
を
除
く
全
階
級
と
對
立
指
ふ
と
主
張
す
る
。
，地
代
騰fsT

の
恒
常
的
必
然
的
原
因
を
生
産
物
絕
對

-
、

、

、

、

- 

.
 

(

註
4
.

) 

!

1

量
の
增
加
に
求
め
る
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
こ
の
立
場
に
反
對
し
て「

地
代
は
富
の
創
造」

で
あ
ゥ
、

「

他
の
す
べ
て
の
階
級
の
收
入
に
は
觸
れ

(

註 
5〕 

■ 

■ 

•

ず
に
國
民
の
總
收
入
に
明
ら
か
な
追
加
分
を
提
供
し
た
生
產
の
增
加」

.で
あ
'る
.か
ら
、
'「

如
何
な
る
社
會
の
姿
勢
の
下
に
お
い
て
も
、
如

何
な
る
文
明
進
步
の
期
間
の
間
に
お
い
て
も
、
土
地
所
有
者
の
眞
實
の
利
害
は
耕
作
蓉
及
び
彼
ら
兩
畚
の
屬
す
る
社
會
の
眞
實
の
利
害
と

、
.1
*

6) 

,

一
致
す
る
こ
と
を
や
め
る
も
の
で
は
^-
い」

と
な
す
。
こ
れ
は
彼
の
リ
カ
ア
ド
批
判
の
結
論
で
.あ
り
、

一
章
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
一 

八

.
1

五
年
穀
物
法
を
契
機
.と
す
る
地
主
と
資
本
家
の
對
立
と
論
爭
に
あ
つ
て
、
堆
主
^

_
の
旗
を
鮮
明
に
.か
か
げ
る
彼
の
箸
*

「

富
の
分
配

• 

(

註
7)

-

と
課
税
の
源
嵌
に
關
す
る1

論—

第
一
卷
地
代
論」

執
筆
の
政
治
的
動
機
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(

越
1)

.
>致
日
.
8日
^
ダ

0ゃ
？2.
汁
.，.ガ
ゃ
.
2
4
7

〜

2
4
9
,
大
內
兵
衞
譯「

國
富
論」

第
一
卷
四
.六
.八

頁

丨
四

七

，
ブ
頁
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d
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c
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0
1
d
l
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7
6
,
「

原
理
：！
前
揭
書
五
三
、
五
六
、
五
七
頁
。

(

独
3

Y 

I草の
穀
物
法
に
對
す
1

力
ア
ド
の
見
解
參
照
。
： 

：
，
；
；
；
：
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'
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地
代
論」

前
揭
蒈
一
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四
11
-
0 
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註 
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R
i
c
h
a
r
d

 

J
o
n
e

w.'
i
b
i
d
.
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P
.
2
8
7
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:
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：

一1

七
0
頁
。

C

驻
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R
i
c
h
a
r
d

 

J
o
s
s
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i
b
i
d
—
p
，
S
2
9
,

.同

.

.

三O

四
頁
。
：
.

(

註
7)

.

「

'ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
著
書
の
骨
子
を
な
す
も
の
.は
、
'_リ
カ
ア
ド
の
經
濟
學
、'
 

就
中
地
代
.に
關
す
る
學
說
の
批
評
|

し
か
も1

種
の
政
治
的
動
機 

か
ら
來
た
批
評—

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
.、ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
地
代
論
を
み
る
に
當
つ
て
ま
づ
法
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。」

C

末
永
茂
喜「

'ジ
ョ
ー
ソ
ズ 

地
代
論
に
っ
い
て
，

j

前
掲
書
一
四 
一

j

頁
。) 

-
 

. 

、

同

趣

旨

束

浦

庄

治「

日
本
農
政
論」

'
一
八
ニ
頁
。

.

一
韋
ジ
ョ
ー
ン
ズ
地
代
論
の
背
景
で
ふ
れ
た
，「

剩
餘
生
産
物
一
般
と
そ
の
特
殊
な
る
一
形
態
と
し
て
の
地
代
と
を
混
同
し
て」

地
主
階 

級
の
利
害
が
最
も
密
接
に
國
家
0
.莉
寄
.と
關
連
す
る
：と
主
張
し
：た
マ
ル
サ
ス
と
、前
記
‘の
.主
：張
に
.立
：っ
リ
カ
ア
ド
の
論
爭
を
前
提
と
し
て
、ノ
 

以
下
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
立
場
、
彼
の
地
代
理
論
の
結
論
を
檢
討
し
て
行
き
た
い
ゝ
と
思
ぅ
。
問
題
の
展
開
は
ニ
章
地
代
發
生
の
理
論
的
邀
礎
で 

明
ら
か
に
し
た
使
用
價
値
視
點
、
素
材
的
物
量
的
視
角
か
e>
'

「

生
産
物
の
超
過
分」

と
し
て
の
地
代
量
を
對
象
と
す
る
ジ
ョ
ー

ン
ズ
と
、
 

'
I

ぬ4
I

T

資
本
に
對
す
.る
超
過
剩
餘
儐
级
の
.比」

.を

.中
心
と
す
る
リ
，カ
ナ
.ド
體
系
の
異
寶
性
..の
想
起
か
ら
故
^

'.前

哲

は
#

ぬ

6

*>
バ
じ
か
も
找
下
資
本
單
位
當
り
'で
は
な
ぐ
地
代
總
領
、
#

定
地
片
の
.地
代
の
'現
實
的
高
さ
3
 

後
者
は

-
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へ
剩
餘
價
値
の
}
ち
、
利
潤
か
.ら
の
控
除
な
る
地
代
と
し
て
配
分
さ
：れ
る
.價
値
の
割
舍
の
%

太
が
問
題
で
あ
'
.つ
た
0
價
値
視
篇
に
た
つ
リ
カ 

ア
ド
に
お
い
て
は
剩
餘
價
値
•の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
土
地
所
有
荇
と
資
本
家
は
對
立
す
る
が
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
.お
い
て
は
剩
餘
坐
産
物
量
の 

.

地
代
論
に
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す
る
1
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-
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p
ys:Eicardo, op. 
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v
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u
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 ̂

s
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p

㈠は

.「

原
现」

前

揭

香

六

四

頁

、

六
ニ 

(

六

ニ)

〇
八
頁

,
r

地
代
の
騰
貴
は
品
質
劣
れ
る
新
た
な
る
土
地
に
對
す
る
需
要
か
或
，い
は
旣
に
耕
耘
さ
れ
て
い
る
土
地
の
相
對
的
肥
沃
度
を
變

M
せ
し 

め
る
何
ら
か
の
原
因
以
外
か
ら
は
坐
じ
る
こ
と’を
得
へ
な
い」

と
い
う
リ
カ
ア
ド
の
命
題
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
收
權
遞
減
の
法
則
で
あ 

る
。
そ
こ
で
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
批
判■が
ー
方
で
は
地
代
騰
貴
の
他
の
原
因
を
指
摘
し
解
明
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
こ
の
收
穡
遞
減
の 

事
赏
が
法
則
で
あ
る
こ
と
及
び
地
代
論
の
必
然
的
前
提
を
な
す
こ
と
の

「

架
益
的
なk

謬」

を
近
求
し
、毀
證
す
る
こ
と
に
全
力
が
注
が
れ.
 

た
こ
と
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
リ
カ
ア
ド
に
よ
れ
ば
收
穫
遞
減
の
法
則
に
菡
ず
く
農
業
生
席
力
の
減
退
に
對
し
て
反
作
用
を
行
う
要
因
は
、
機 

械
の
、改
戾
す
な
わ
ち
勞
働
虫
產
性
の
增
大
で
あ
る
が
、
こ
の
速
度
は
人
：

1の
墦
加
速
度
に
及
ば
な

)

か
ら
、結
局
社
會
の
進
沙
に
つ
れ
て
農 

業
坐
產
力
は
減
退
し
、

：

最
劣
等
地
め
：投
：下
勞
働
量
は
增
大b
市
場
價
値
は
騰
貴
す
る
。.土
な
わ
ち
：限
界
坐
產
價
格
た
る
市
場
規
制
の 

.騰
貴
に
よ
り
穀
物
價
格

(

自
然
價
格) ：

は
騰
貴
じ
、
：：.從
つ
：て
市
場
價
値
と
個
別
的
價
値
と
の
差
額
す
な
わ
ち

(

リ
カ
.ア
ド
に
ぉ
い
.て
價
値
=
價 

格)

自
然
僙
格
と
個
別
的
生
產
價
格
の
差
額
、
地
代
は
增
進
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば

「

地
代
は
富
の
創
造
で
は
な
く
價
値
の
創
造
で'あ
る」

か
ら
、
農
業
生
産
力
の
減
退
に
遨
ず
く
追
加
勞
働
の
投
下
の
み
が
そ
の
騰
貴
の

「

唯
一
の
原
因」

と
な
る
の
で
あ
る
。

「

地
代
論
を
勞
働
價

'
:

' 

■
(

註
4)

.

値
說
の
.上
に
樹
立
ム
た
リ
ネ
ア
ド
の
偉
大
な
科
學
的
貢
献
に!:
%
拘
ら
ず」

地
代
騰
貴
の
理
論
的
基
礎
が
自
然
の
吝
啬
、
收
穫
遞
減
と
い
う

.(

註 
5

>

'

;

•
.
•
' 

' 

.

■■
■
■
■
• 

.
 

.
■
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.

自
然
法
則
に
お
か
办
てW
る
こ
と
は
、：
そ
の1;.

づ
：の
服
界
を
示
ず
と
言
わ
ね
ば
だ
ら
な
い
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p

地
^.
論」

前
俱
迸
：

I 

■九
四
頁
。 

ノ

C

註
3

>
'「

穀
物
價
格
の
決
定
者
た
々
も
の
.は
彼
の
最
大
の
勞
働
量
を
以
.つ
て
生
庚
さ
れ
た
穀
物
で
あ
る
。」

.，リ
カ
ア
ド「

原
理」

前
掲
書
へ
五
八
頁
。

.(

胜

ロ

ー

ゼ

v'
x

ル
グ
、
ブ
リ
.ユ
ー
ミ
ン
.：

「

經
濟
學
史」

.
上

卷

_

揚
蒈
:;ニ
六
八
頁
。

,'
:

^
^
^
^
^
^
^
^

' (

註5
>

.
「

こ
の
.法
則
は
技
術
の
進
步
、
生
產
機
式
：の
.變
化
を
前
提
と
す
れ
ば
全
く
適
用
3
れ
な
い
。」

同
ニ
六
九
頁
。
'

.

，
こ
れ
に
對
す
る
久
ョ
ー
，ノ
ズ
の
反
論
は
一1
0の
方
商
か
ら
な
さ
，れ
る
。
卽
ち
地
代
を
豐
度
及
び
位
置
の
相
違
に
基
ず
く
資
本
の
.生
産
性 

と
し
て
確
立
し
地
代
騰
貴.の
原
因
を
收
穫
遞
減
の
法
則
か
ら
切
り
離
し
た
上
で
、
.I

は
農
業
資
本
に
對
す
る
報
償■ 
s
s
r
n
の
減
退 

に
依
ら
な
い
他
の
有
力
な
、
實
際
的
な
，そ
し
て
限
界
を
知
ら
ぬ
騰
、貴
の
.原
因
を
あ
げ
、
一

一

は「

農
業
生
産
力
の
減
退
.に
伴
う
追
加
勞
働
量 

ハ
.

‘
の
使
甩J

，に
基
ず
く
地
代
騰
貴
が
一
九
世
紀
ィ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
現
實
に
は
殆
ん
ど
意
味
を
持
た

.ぬ
こ
と
を
實
證
ず
る
。

地
代
法
則
を 

:
.
■

收
穫
遞
減
とi

う
自
然
法
則
か
ら
獨
立
せ
し
め
！

A

か
卸
產
性
6
相
違
と
い
う
經
濟
法
則
に.歸
し
た
點
ば
、
正
當
な
リ
.ヵ
ァ
ド
批
判
で
あ 

•■
;

:
り
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
功»
で
あ
.る
°-
.こ
こ
に
®
流
的
基
盤
：に
立
ち.っ
っ
、
薺
本
主
義
社
#
に
お
け
か
生
產
カ
の
發
展
を
實
證
的
ビ
歸
納
的 

-

側
面
か
ら
分
析
檢
討
し
た
徕
の

「

面
目
が
あ
る
。;'
'
.
.
。

:
丨

「

认
ヵ
ァ
ド
氏
は
、
宵
の
分
配
の
非
常
に
錯
綜
し
た
巧
妙
な
體
系
の：

极
底
と
し
て
、
農
'紫
勞
働
.の
報
酬
の
累
、進
的
且
っ
不
斷
の
減
退
と
い
う
^

^
 j

っ
の 

事
赞
を
取
上
げ
、

こ
れ
が
諸
國
民
の
逸
步
の
途
上
に
生
じ
う
る
地
代
.の
あ
ら
ゆ
る
，1.

般
的
.騰
貴
.の
原
因
し
か
も
.唯
"一

の
原
因
で
あ
る
と
結
論
し
た」

。
'し 

:

'
 

,

.
か

し「

農
業
費
本
の
生
庳
力
は
、
そ
の
使
用
量
が
增
加
す
る
に
っ
れ
：て
必
然
的
に
減
退
す
る
と
い
う
意
見
は
、
多
分
そ
の
間
違
.
.い
を
；注
意
す
る
こ
と
が
最 

■'
■

も
襄
要
な
意
見
の
'1
っ
で
あ
る
。
た
と
え
追
加
生
库
.物
が
.土
雄
か
ら
得
ら
れ
ぞ
に
し
て
も
、
そ
れ
が
.用
い
ら
れ
た
資
本
及
び
勞
働
に
對
す
る
收
獲
の
減
退 

.

.を
伴
$'
と
す
れ
ぱ
、
：か
か
る
生
庳
法
則
は
異
れ
る
方
向
'に
お
.い
て
で
は
を
る
け
れ
.ど
>
、.
疑

い
.-
%
.
な
 

.

を
及
ぼ
す
で
ー
あ
名
う
？
ま
た
か
が
る
法
則
が
存
.在
.し
な
'い
と
す
れ
：ば
、
そ
.の
，存
在
と
木斷

..

の
作
用
及
：び
影
響
を
假
定
す
る
こ
と
か
ら
出
發
し
.た
と
こ
ろ
の 

'
% 

.
人
々
は
、
通
常
耕
作
技
術
、の
進
步
と
平
行
'し
て
い
る
の
が
み
ら
.扣
る
と
こ
ろ
0
土
'地
.所
有
者
の
收
入
の
か
の
漸
次
.的
增
加
の
:«
實
の
原
因
に
關
し
て
、
必

.

.
S

> 

V
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諸
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駐
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註
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え
た
こ
の
有
名
な
法
則」

を
、
地
代
論
の「

必
然
的
前
提」

と
し
て「

先
驗
的」

に
考
え
る
こ
と
は「

架
雄
な
學
説」

で
あ
る
。

「

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
平
均
的
敕
物
生
庳
は
、
か
っ
て
はH

丨

ヵ

ー

當0 
ニ
ー
ブ
ッ
シ
ユ
ル
を

出
な
か
っ
た
が
、

い
ま
は
略
倍
加
し
て
い
る
。
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か
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得

る
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^
^
.
が
.
.:'
實
際
'に
1
-ー̂,
I
'力
.
Iか

ら

向

數

量

.を
得
る
.
.費
用
.よ
.り
：，も
、.
.
.
_
.

よ
リ
大
.で
あ
る
.と
い
_う
.こ
：と
を
.不

可

避

，的

な

ら

し..

地
代
論
に
關
す
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め* 
.る
と
こ
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の
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-自
然
法
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か
存
在
す
る
と
：吾
.々

は
.信
ず
.べ

き

で

あ

る

か

-
?
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-1
限
£>
'

れ
た
土
地
片
に
つ
レ
.て
は
、
■
そ
の
點
を
超
せ
ば
人
間
勞
働
が
.そ
の
勞
働
カ
に
對
す
る
收
獲
の
遞
減
な
し
'に
は
歌
ぜ
ら
れ
得
な
い
と
い
.う
あ
る
一
點 

■

が
あ
る
こ
と
は
、
直
ち
に
認
め
ら
れ
る
に
相
違
な
.
い
0

し
か
し
最
も
有
利
.な
生
庳
物
量
.を
手
に
入
れw

せ
る
耕
作
技
術
の
改
.良
の
增
進
の
途
上
に
お
い
て 

は
、
多
分
恐
ら
く
は
逐
次
的
に
土
地
に
集
約
投
下
3

れ
る
■
資
本
及
び
勞
俲
部
分
は
す
べ
て
そ
の
前
の
部
分
ょ
P：
も
ょ
®
經
儕
的
か
つ
能
率
的
に
用
い
ら
れ 

う
る
で
あ
ろ
う
0
J 

, 

. 

>

す
な
わ
ち
社

會

が

迆

步

し
、
.「

國

'民
的
.農
業

が

除
代
と
共
に
完

全
‘か
つ

科

學

的

と

な

る

.にっ
ni
s

t」

、
收

a
は

遞

%
さ
え
，す

る
の
で

あ

つ
て
、
收
穫
遞
減
と
.，い
う
一
つ
の
事
實
は
地
代
理
論
の
必
然
的
前
提
の
位
置
.を
失
い
、

一
め
條
件
と
な
る(

註
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九
頁
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九
0
頁
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同
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一

九
六
頁
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同

■

1

九

一

頁
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，
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同

.
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一

九
四
頁
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.1

九
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頁
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伺 
一

九

I

頁
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■同
：
：

.

•
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1
A

六
頁
。

1
八
八
頁
.°

自
然
法
則
の
.
こ
の
捨
象
は
、
追
加
資
本
の
生
產
性
の
相
違
.に
基
ず
べ
差
額
地
代
第
1
1形
態
論
_の
確
立
を
準
備
す
る
。
.そ
し
て
地
代
は
も
.は
や
リ 

力
ア
ド
の
如
く
下
降
系
列
を
必
然
的
に
取
る
も
の
と
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
リ

カ

ド

を

超
え
る
點
で
あ
る
'0
.

.

.

S

B

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、

こ
の
へ
土
服
を
袈
づ
け
る
た
め
に
、

ニ
〇
页
を
费
し
て
資
料
を
中
心
に
檢
討
を
行
ぅ
0'
：

-:
.

..

こ
こ
で
注
目
す
ベ
き
は
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
と

つ

て
收
穫
遞
減
の
襄
赏
を
地
代
騰
貴
の
唯
一
の
.廣
因
と
考
え
る
、「

架
空
な
學
說」

に
對
す 

る
反
論
の
自
的
が
.、
.實
は
.

「

土
地
所
有
者
め
收
入
の
.
.か
，
の

漸

次

的

增

加

：

の

眞

實

の

原

因
」

を
明
ら’か

ぬ

しX

地
.代

の

騰

貴

は

決

し

て

他

階
級
の
分
配
分
の
控
除
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
論
證
す
る
所
に
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
.の

「

架
空
な」
.推
理
が
、「

彼
ら
を
し
て
ノ 

地
代
の
騰
貴
は
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
：て
す
：で
に
存
在
せ
る
|
|の
單
な
る
.移
轉
.に
す
ぎ
ず
し
て
、
決
乙
て
そ
の
'創
造
で
ぱ
な
.い
と
い
う
こ

と
、
地
代
の
騰
货
は
一
國
の
资
源
に
何
物
を
如
追
加
し
な
い
と
い
う
ご
と
、
そ
れ
は
艦
隊
や
軍
隊
の
維
持
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
：で
は 

■» 

• 

* 

-
 

.な
い
と
：い
う
こ
と
、
.そ
れ
は
地
主
に
の
み
有
利
で
こ
れ
に
比
例
し
て
消
費
者
に
は
有
害
な
價
値
の
單
な
る
移
轉
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
學
說
の
歸
結
の
‘一
：
：
っ

と

し

て

主

張

せ

し

(

I

U」

か

ら

で

あ
っ
た

。

收
穫
遞
減
の
.事
實
は「

粗
生
生
.塵
物
の
相
對
價
値
の
騰
貴
か

ら
し
て
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
消
費
者
に
有
害
^-」

地
代
騰
貴
の
た
め
の
原
因
と
な
り
う
る
。「

し
か
.し
そ
れ
は
.農
業
者
地
代
の
堵
加
の
確
か

' 
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異
常
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あ
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'ジ
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ー
ン
ズ

に
お
い
て
農
業
生
库
力
の
減
缉
に
墓
ず
く
地
代
の
騰
貴
は「

祖
生
生
產
物
の
相
對
價
M

の
騰
貴
の
結
果
と
し
て
え
ら
れ
る
。j 

^
^
0
^
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.
農
業
生
產
カ
減
退
に
伴
う
追
加
勞
働
量
の
使
用
に
よ
ら
ざ
る
、
.他
の
有
力
.な

「

限
界
を
知
ら
ぬ」

，.地
代
の
騰
貴
の
原
因
に
關
し
て
彼
は

(

| £
2)

二
っ
の
命
題
を
提
起
す
る
。「

生
產
物
絕
對
量
の
.增
加
こ
そ
そ
の
主
要
な
原
因」

で
あ
る
。
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3) 

.

 

,

I

「

耕
作
上
の
資
本
の
よ
り
多
く
の
.數
量
の
蓄
積
に
基
ず
く
生
產
物
の
增
加」

：(

=
投
下
資
本
量
に
比
例
し
て
.地
代
量
は
增
渔
す
る
0

(

^
今
} 

' 

:

■
 

n 

.

「

資
本
の
よ
り
有
效
な
充
用」

：(

n
資
本
の
效
.率
の
增
大
、
す
な
わ
ち
勞
働
生
庳
カ
.の
增
大
は
地.代
量
.を
增
進
せ.し
め
る0)

I
の
命
題
.は
同
一
.地
片
に
投
.下
さ
れ
る資
本
暈
の
增
加
に
よ
っ
て
單
位
當
り
地
代
量
.の
增
減
に
拘
ら
ず(

收
.獲
遞
：減
の
事
實
に
，關
係
な

.く)

-
 

•
 

■
 V

該
地
片
の
地
代
總
額
が
增
大
す
る
こ
と
、
n
の
命
題
は
、
特
定
の
地
片
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
坐
產
性
が
增
進
ず
る
と
、
該
地
片
の
.地
代 

地
代
論
に
關
す
る1
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六
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が
^
:大
す
る(

眾
位
當
P
地
代
領
及
ぴ
地
代
總
額)

こ
と
を
明
ら
か
に
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
H
に
お
い
て
、
機
械
の
改
促
に
よ
り
一
般
的
に 

资
本
Q
坐
產
性
I
勢
働
生
產
力
が
增
進
す
れ
ば
劣
等
地
が
脫
落
し
、
殼
價
が
下
落
し
て
地
代
は
減
少
す
る(

リ
ヵ
ァ
ド
の
場
合)

が
、
罚
分 

的

に

坐

じ

た

場

合

に

；は
そ
.の

拇

定

の

へ

地

片

に.お

け

る

缸

過

剩

餘

檀

値

._
 C

ジ
.ョ—

■

ン
ズ
.に
：お

• ^
.は
^
餘
生
產
物)

；が
契
^
更
^

の
取
^
代
に
.轉 

化

す

る

，こ

め

に

她

代

が

騰

貴

す

る

わ

け

で

^

^

^
ョ|,丨 

「

'?
ネ
ブ
.
>
の
.言

ぅ

如
;<
.耕

作

地

の

相

對

的

肥

沃

度 

の
變
動
や
、

ー
定
量
の
資
本
を
劣
等
地
に
用
い
て
得
ら
れ
る
生
產
_

の
太
い
さ
の
變
動
が
ら
®

代
騰
貴
の
槭
め
て
當
然
フ
明
白
^
か
ヴ
有
カ
な
も
仪
で
あ
る
に
相
^

ば

し

^
そ
し
て
と
れ
ら
の
翁
た
な
地
代
は
^
新
た
な
富
の
創
造
に
‘ 

%
と

ス

く

國

民

的

資

源

人
.の

明

瞭.な
_

」

な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ダ
_

1
シ
ズ
に
お
け
る
地
代
の
騰
貴
へ
賞
は
地
代
總
額
の
%
大
レ
は
、

:

生
産
物
量
のC

總
對
的
：に
せ
よ
相
對
的
：に

.せ
よ
.
>增
大
に
基
ず
く
地«
に
轉
化
す
べ
き
猶
過
剩
餘
生
產
物
量
の
：增
大

|
限
#-
.
.
地

に

お

け

る

同 

額
資
本
に
對
す
る
坐
產
物
量
を

1
.

定
不
變
と
し
、
，
叉
殼
物
に
對
す
る
需
要
不
變
卽
ち
穀
物
價
格
不
變
を
前
提
と
し
た
上
で

I
に
盡
き
る. 

こ
れ
丈
す
で
に

n
i
j

に
：お
.い
て
檢
討
し
た
彼
の
生
産
物
量
丨
使
用
債
値
視
點
に
.基
づ
く
地
代
論
か
ら
導
び
か
れ
る
必
然
的
な 

り
、
又
こ

こ

に

，
こ
そ
、.’生
產
カ
增
進
>
あ
る
い
は
投
下
資
本
量
增
大
に
よ
る
坐
產
物
量
の
增
大

=

富
：の
增
大
の
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
る
彼

/ 

.(

註
10
> 

.

 

■

の
階
級
調
和
論
の
基
盤
が
あ
る
の
で
あ
る
。
.
.

.

:

‘ 

^

'

(

註
1

)
「

地

代

. 1

生

庫

物

の

絕

對

量

が

增

加

し

マ

つ

あ

る

限

り

は

明

ら

か

に

騰

貴

し

ぅ

，る
0」

片
1

1
玲
0 .

、
0

3

3
%

ぼ

E
l

y
,

. -
« '2
0

8
,

「

地

代

論」

一
九
九
頁
？

'.
.
-.'
■

-.
.

'

■

ノ
.
.
：
；
':
:
:
 

s

•

:

■(

註
2) 

R
i
c
h
a
r
d

 Jon
es
,

 

ibid，，
’
1
9
4
,
领

掲
書
一
八
六
頁
。

(

驻 

3
.

) 

R
i
c
h
a
r
d

 J
o
n
es
,

 

ibid., P
.
1
9
0,

ジ 

r

x
ズ
前
掲
書一

八
一
莨
，

;

.
 

: 

,

.

» .

「

逸
炎
し
つ
つ
あ
る 

一
口
.

qt

土
地
で
用
い
ら
れ
る
資
本
量
の
增
加
は
、
.
.必
.然
的
に
す
べ
ズ
0
よ
リ
優
良
な
七
-地
；の
地
代(

又
は
_
餘
利
潤)

を
高
め 

:

る」
ibid., 

P
.
1
9
2
,

前
揭
昏
'

1

八
四
頁
。
.

-

,

.

.「

地
代
は
こ
の
よ
シ
に
し
て
無
限
に
增
加
す
る
-

穿

ざ
‘

^

鋈

〜

^̂

前
揭
書
サ
九
六
气
^

へ
:

「

こ
の
地
代
騰
貴
は
、
資
本
の
增
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.
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リ
ヵ
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の
改
戾
と
地
代
七
の
關
係
.は
、
'
.齔
■良
I

必
要
投
下
勞
働
量
減
少
—

>最
劣
等
地
脫
落
—

最̂
大
に
し
て
市
場
^
値
規
制
者
な
る
最 

.'
劣等地の生库物價値自然赝格下落

.

)

.

^

、
地

.
代

吓

落

パ

/^
.
#的
價
値
と
個
^

的
價
値
と
.€>
:
'差
の
減
少
>
。「

も
し
も
改
良
に
し
て
原
生
庫
物 

の
價
格
低
落
を
來
さ
；し
め
ぬ
な
ら
ば
そ
れ
は
改
良
で
は
な
い
。」
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,
.
o
p
.

 

C
F 

I, 

sp
r
i
n
c
i
p
l
e
s
,

 p. 

8
0
,

「

原 

理
^
前
揭
^

ハ
ニ
頁
メ
^-
れ
ド
對
す
る
ジ
厂
シ
ズ
の
批
判
^

她
代
，
 

.

■

:

-

(

詫
7) 

s
c
h
a
r
d

 J
o
n
e
s
,

 

ibid., 

p
.
1
9
2

へ
.
V
 

,

C

 

骷
8

)

.ac
h
a
r
d
\
J
o
n
e
s
,

 

l
b
i
d
,
'

:̂1
9
4
，
v
:

，
.

，
同
 

' 1

八
六
K'
。

V

(

站
9)

 

R
i
c
h
a
r
d

 

J
o
n
e
s
,

 

i
b
i
d
.
,

 

p
,
.

 2
1
5
,

 

V
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同

，1
.ー
〇
六
頁
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ン
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 ̂

,

<
註
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と

同

時

'に:̂
れ
ら
の
命
題
は
地
代
串
'

X

價

値

：の

驰

代

と

し

：
て
分
’配

s

れ
る
部
分
の
此
#

當

な

批

判

辅

足

y

と
し
て
.の
意
味
を
'有
'し
.て
：い
る
0

す
故
わ
ち
價
値
暈
と
：し
て
の
"地
代
量
の
增
大
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、

こ
れ
ら
を「

ジ
ョ
! 

\

ズ

の

一

つ

，の

功

稗

で

：あ

'认
リ
.
ヵ
ア
ド
に
«

れ
て
い
る
、第 

一
£

」

.
と
’し
て
■取

上

げ

、

'ジ

ョ

ー

シ

ズ
5

つ
て
發
見
さ
れ
た
法
則
、と
し
て
次
の
よ
ぅ
に 

:整

理

し

て

い

る

タ

- 

; 

; 

，
.
'
.
'ぐ：
.
.
'
,
.
.
.
.
'
-
,
'
.

,

1

地

代

量

は

投

下

赉

本

の

髯

と

相

胖

”

っ

っ

增

加

す

气

* 

V 

' 

'

K
 
'
差
額
地
代
暈
'^. 

土

地

：
.
の

肥

沃

度

^

狀
：態
2

し

て

綠

化

：な

き

限
U

r
生
.庳
物
の
差
額
の
增
犬
と
同
じ
關
係H

お
：い
て
%

犬
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
種 

独
な
る
土
地
の
上
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
同
じ
割
合
の
增
火
の
結
果
と
し
て
咐
大
す
る
。 

.

地
代
騰
貴
の
主
要
な
、
髂
際
的
な
原
因
と
し
て
ぁ
げ
レ
れ
た
以
上
ニ
っ
の
命
題
の
下
に
ぉ
い
て
、r

鄭
办
於
奶
她f

か
h
わ
、、

地
代
論
に
關
す
るI

研
究 

，
' 

‘ 

-

六

七
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六
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田
學
脅
雜
詰
第
四
十
七
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第
一
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,
 

, 

六

八

(

六
八)

き
'
#
5
胁̂
ヤ
か
.か
知
か
と
-,
°
ジ
>
1
.ン
ズ
は
リ
力
.ア
ド
流
の
階
級
對
立
論
の
、
誤
れ
る
基
盤
、
收
穣
遞
減
法
則
を
更
に
：批
判
?
る
.こ
.，
 

と
に
よ
.り
利
澗
率
低
落
を
地
代
率
增
進
と
金
く
分
離
し
'て
、
地
代
の
騰
貴
が
他
階
級
よ
ヴ
の
富
の
移
轉
に
お
ら
ざ
る
.事
を
論
證
す
る
。

「

リ
カ
ア
ド
氏
や
氏
の
先
蹤
を
追
う
人
々
は
、
利
澗
率
の
上
に
张
じ
う
る
變
動
は
悉
く
こ
れ
を
ひ
と
り
農
業
の
虫
產
力
の
減
退
の
み
に 

歸
せ
し
め
る
こ
と
が
队
來
る
と
信
じ
妓
ふ
衆
知
の
よ
う
に
リ

カ

ア

ド

に

お
け
る
利
潤
率
低
落
の
理
論
は
究
極
に
は
收
獲
遞
減
法
胁
に
菡 

い
てr

る
。
こ
れ
に
關
す
る
ジ
ョ
ー
ズ
の
主
張
乃
至
リ
カ
ア
ド
批
判
は
次
の
よ

う

な
論
理
に
襻
び
か
れ
る
。

.
I

利

潤

は

，
一

方

で

は

勞

働

の

生

產

#J
の
.終
挣
*>
に
、
#

方
'で
は
こ
の
生
產
物
が
資
本
家
お
よ
び
勞
働
者
の
問
に
分
割
さ
れ
る
割
合
に 

.
'か
か
る
。

H

故
に
利
澗
は
生
產
物
敖
そ
の
も
の
が
減
少
す
る
時
に
も
低
落
し
う
る
が
、
そ
れ
と
は
無
關
係
に
勞
働
矜
に
歸
す
る
分
前
が
增
加
す

. 

- 

c

f
 

)

.'.
•

.

-

.
 

.

.

.
る
時
に
も
低
落
し
う
る
。
そ
し
.て
後
苕
が
主
要
で
あ
る
。
.

.

.

• 

S

..
勞
働
者
の
g

w
ft
金
は
不
變
.で
あ
る
と
い
う
.リ
カ
.ア
ド
の
前
提
は
利
潤
の
低
落
の
原
因
を
前
者
の
み
に
規
殳
す
る
が
こ
れ
は
獨
斷

<註
3) 

. 

:

.

で
あ
.る 

o
. 

< 

'

■:
. 

■ 

,

-
. 

.

す
な
わ
ち
、
刹
澗
率
の
低
落
は
地
代
の
騰
貴
を
結
果
し
う
る
：

「

農
業
生
產
カ
の
減
退
，に
.基
づ
く
穀
物
價
格
の
騰
貴」

に
は
主
と
し
て
因
ら 

ず
、
地
代
と
は
無
關
係
な
原
因.(

實
質
賃
金
の
騰
貴
は
穀
物
價
格
と
は
無
關
係)

.

.に
基
ずV

。：

.
そ
こ
で
利
濶
率
の
低
落
は
主
と
し
て
何
ら
地
代 

.率
の
騰
貴
.

(

單
位
當
り
地
代
の
利
潤
部
分
を
控
除
：と
す
る
璧
貝)

，
と
關
係
せ
ず
、
i

に
よ
ゥ
生
產
物
量
の
增
大
を
前
提
と
す
れ
ば
賃
銀
量
、
利

;

' 

.

.
-

: 

:
.

.

.■ 

(

註 

4

)

潤
量
、
地
代
量
は
相
互
に
拮
抗
關
係
な
く
增
大
す
る
こ
と
と
■な
る
.。
.ジ
口

丨
ン
ズ
に
よ
‘れ
ば
社
會
が
發
展
し
、
.
資
本
が
蓄
積
さ
れ
、
補
助 

.資
本〈

卩
.不
變
資
本
V

の

割

合

が

，增

大

し

、

L

の

生

產

性

が

增

大

し

，て

生

藤

物

絕

樹

量

が

增

加

の

：
一

途

を

迪

る

限

り

地

主

階

級

、

資

本 

家
皆
級
、.勞
働
者
階
級
は
、
共
に
.所
得
を
增
大
.し
、
*
榮
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
.で
あ
る
。

，

'

I .

s

i

 

s
c
h
a
r
d

 

J
o
n
e
s
,

 

-
A
n

 

E
s
s
a
y

じ

P
，
'2
5
9
,

「

地
代
論」

前

揭

書

ニ
四
.五
.頁
。

(

註
2

)

、ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
利
澗
率
低
落
の
主
要
な
原
因
を
勞
働
者
の
分
前
、
す
な
わ
ち
實
質
賃
金
の
上
舁
に
求
め
な
が
ら
、
な
ぜ
資
本
家
階
級
と
勞
働
渚 

階
級
は
對
立
し
な
い
と
す
る
結
論
を
導
い
た
か
。
そ
れ
は
、
同
樣
に
彼
の
便
用
價
値
視
點
か
ら
す
る生

..

庳
物
の
絕
對
量
の
%

大
を
主
耍
な
、
現
實
的
な 

諸
所
得
%

加
.の
原
因
と
な
.す
と
こ
ろ
か
ら
來
る
。

.
 

,

/

「

資
本
家
と
勞
働
港
も
又
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
反
す
る
利
害
を
持
ち
、
地
代
が
生
庳
階
級
の
收
入
へ
の
蠶
食
に
ょ
っ
て
上
界
し
う
る
と
同
じ
く
、
確
か 

K

货
饭
は
利
潤
の
減
少
に
ょ
っ
て
%

加
し
、
利
潤
は
貨
銀
の
減
少
に
ょ
っ
て
膨
脹
す
る
と
い
う
こ
と
は
議
論
の
餘
地
が
な
い(

リ
ヵ
ア
ド
氏
の
•厭
う 

ベ
き
學
說
は
正
鹄
を
得
る)

。」
(
R
i
c
h
a
r
d

 

J
o
n
e
s
,

 

i
b
i
d
.
,

 

p
.

 

2
8
7
,
「

地
代
論」

ニ
六
九
頁)

。

:「

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
.の
苦
境
に
ょ
づ
て
摑
取
し
#
る
繁
榮
は
自
然
の
法
1|
]

に
ょ
っ
て
限
定
さ
れ
て
を
り
且
っ
不
確
實
で
あ
る
0」

「

人
々
、の
坐 

庳
カ
に
し
て
%

逸
す
れ
ば
利
潤
は
減
少
せ
ず
と
も
貨
金
は(

無
限
に)

增
加
し
う
る
で
あ
ろ
う
。」

(
i
b
i
d
.
,

 

p
p
.

 

2
8
8
〜

2

8
9
.同
ニ
七
〇
：貝)

。

§

)

生
庳
カ
の
發
達
に
っ
れ
て一

方
で
は
剩
餘
惯
値
串
が
%

大
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
利
潤
率
は
赘
本
の
有
機
的
檣
成
が
商
度
と
な
っ
て
行
く
. 

た
め
に
低
下
す
る
。
リ
ヵ
ア
ド
も
、ジ
ョ
ー
ン
ズ
も
利
潤
と
剩
餘
價
値(

、ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
場
合
は
剩
餘
生
庾
物)

と
を
混
同
し
た
。
更
に
前
表
は
惯
値
規 

定
の
上
に
立
ち
な
が
ら
そ
の
雄
：礎
を
•!-
!

然
法
則
に
お
き
資
本
の
有
機
的
構
成
と
そ
の
高
度
化
を
解
明
し
得
な
か
っ
た
た
め
に
、
後
者
は
資
本
の
正
し
い 

分

類

(

不
變
资
本
と
可
變
資
本)

及
び
冇
機
的
構
成
の
高
度
化
の
事
實
を
認
め
た
が
、
價
値
視
點
を
有
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
共
に
利
潤
串
低
落
の
正 

し
い
認
識
に
至
る
ご
と
/
が
出
來
な
か
っ
た
。

<
訪
4

)

 

n
i
&
a
r
d

 

J
o
n
e
s
,

 

s Li
t
e
r
a
r
y

 

R
e
m
a
i
n
s
'
p
.

 

6
0
:

"~7"

ジ
ョ

ー

ン

ズ

は

「

マ
ル
サ
ス
と
ノ
ゥ
ェ
ス
ト
が
發
見
に
夢
中
に
な
っ
た

餘
り

に

…
…

幾
分
先

走

っ

て

押

迤

め

た」

收
權
遞
減
の
法
則
が 

r

舊

地

.の
力
を
發
揮
.さ

せ

劣

等

な

新

地

に

支

出

さ

れ

る

資

本

.に
對
しV

.

全

く

根

據

な

く

、

人
力
の

迤

步

を

全

.く

認

め

|

い」

'有

害

な

命

題 

め

进

^

を
.

供̂

し

た

こ

と

、
‘
_
リ

ヵ

ア

'^
が

そ

の

上

.に
-~
1
地

主

の

利

寄

は

常

に

社

舍

の

あ

ら

ゆ

る

^

^
の
利
害
と
相
反
す
る」

と

い

ぅ

「

E
 

わ

し

い」

.階

級

對

立

論

を

樹

立

し

た

こ

と

を

指

摘

す

る

。

し

か

し

彼

^
そ

れ

に

對

し

て

、

「

地
主
の

永

續

的

繁

榮

と

社

會

に

お

け

る

彼

ら 

の

相

對

的

地

位

を

維

持

せ

し

め

る

收

入

の

漸

次

的

上

#

が
由
¥

る

ょ

り

健

全

且

っ

ょ

り

豐

富

な

添

ぬ」

は
、
他

方

「

資

本

家

の

收

入

、

地
代
論
に
關
す
る1

研
究
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七
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.

.
'
C
^
4
V
. 

.

勢
威
、
及
び
比
較
的
の
說
要
'0
0

|

|

&

0

£

1

^

0

&

|
 

(

n
相
徵
的
位
&)

」

に
寄
與
寸
る
源
嵌
で
あ
り
、
更
に
勞
働
荇
«
銀
%
加
の 

源
*

で
あ
.る
こ
と
，を
論
證
し
'*
の
で
：あ
'つ
た
。V

「

全
問
題
の
進
.行
中
に
.地
代
の
^

_
と
#
作
者
と
±
地
所
有
教
と
の
#

の
^
#
及
び
目
ぽ 

と
の
あ
ら
ゆ
る
.，差

違

を

措

け

ば

、
.
.一
：つ
の
偉
大
な
る
眞
现
が
辛
猶
强
い
豐
富
な
歸
納
の
安
固
た
る
恶
礎
の
上
に
願
く
は
お
か
れ
て
い
た
こ
. 

と
を
。
.
.

…

：
す

な

ゎ

ち

社

か
6
ぃ
^>
か
が
.
6、5:
奶
§
、1:
'^
;利
#>
潔

姻

^

る
體
系
は
本
質
的
に
虛
僞
で
あ
り
、
虚
凌
で
あ
る
と
い
ぅ
眞
理
にf

あ
る
。
け
だ
し
人
類
の
感
情
及
び
同
感
を…

…

結
合
.せ
し
め
て
い
る 

そ
の
同
じ
搦
现
は
、
»

#
の
.

々

の

階

級

の

社

會

的

，狀

態

.を
決
定
す
る
經
濟
法
則
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
pg
M

の
永
續
的
且
つ
累
進
的
の
繁
榮 

'
.が
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
.共
通
の
向
上
に
本
質
的
に
依
存
す
る
よ
ぅ
'に
調
節
U
、
も
つ
、て
自
ら
の
目
的
と
全
く
矛
厨
't-
る
と
こ
ろ
が
な
ハ
か
ら
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。
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鉢
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縱
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；
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。
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双
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す
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營
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